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『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
（
中
西
書
局
・
ニ

0
1
0
年

十
二
月
）
に
は
、
『
楚
居
』
と
命
名
さ
れ
た
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
『
楚
居
』
は
全
体
が
十
六
簡
か
ら
成
る
が
、
そ
の
中
の
四
簡
の

下
端
に
三
字
分
か
ら
四
字
分
の
残
欠
部
分
が
存
在
す
る
。
簡
長
は

四
十
七
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
、
両
端
は
平
斉
、
編
線
は

三
道
、
一
簡
当
た
り
の
文
字
数
は
三
十
七
字
か
ら
四
十
八
字
の
間

で
あ
る
。
竹
簡
上
の
文
字
は
、
典
型
的
な
楚
文
字
と
考
え
ら
れ
る
。

『
楚
居
』
は
、
二
十
三
代
に
わ
た
る
楚
の
歴
代
君
主
が
ど
こ
に

居
た
の
か
、
そ
の
居
所
や
国
都
を
記
録
し
た
文
献
で
、
も
と
も
と

の
篇
題
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
が
『
世
本
』
の
「
居
篇
」
に
類
似

す
る
と
こ
ろ
か
ら
『
楚
居
』
と
命
名
さ
れ
た
。
『
楚
居
』
は
郡
と
呼

ば
れ
る
国
都
が
十
四
も
あ
っ
た
と
記
す
と
と
も
に
、
「
楚
人
」
な
る

呼
称
や
「
郡
」
な
る
国
都
名
の
由
来
を
説
明
す
る
が
、
こ
れ
は
楚

清
華
簡

『
楚
居
』

初
探

中
国
研
究
集
刊
縦
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月

ハ

O
I二
九

0
頁

季
辮
（
連
）
初
降
於
郎
（
魏
）
山
、
氏
（
抵
）
千
室
（
穴
）
窮
（
窮
）
。

逍（注
1
)

（
趨
）
出
干
喬
（
睛
）
山
、
篭
（
宅
）
尻
（
慮
）
妥
波
（
阪
）
。

《
釈
文
》

人
自
身
が
自
ら
の
履
歴
を
語
っ
た
資
料
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持

つ
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
『
楚
居
』
と
『
史
記
』
楚
世
家
を
比
較
し

な
が
ら
、
『
楚
居
』
の
発
見
が
も
た
ら
す
新
た
な
知
見
を
い
く
つ
か

選
ん
で
、
簡
単
な
紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

最
初
に
『
楚
居
』
の
釈
文
と
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
を
示
す
。

釈
文
は
基
本
的
に
は
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
に
従
っ
た

が
、
「
清
華
簡
《
楚
居
》
研
讀
札
記
」
（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古

文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
・
ニ

0
―
一
年
一
月
五
日
）
や
、

「
網
摘
・
《
清
華
一
》
専
輯
」
（
任
攀
•
程
少
軒
整
理
、
二
O


年
二
月
二
日
）
、
及
び
私
見
に
よ
り
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

浅

野

裕
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逆
上
洲
水
、
見
盤
庚
之
子
、
尻
（
慮
）
子
方
山
。
女
日
比
（
批
）

佳
、
乗
絃
（
慈
）
街
（
注
2
)

（
率
．
善
）
】
（
1
）
相
、
詈
（
注
3
)

（歴）

告
（
遊
）
四
方
。
季
辮
（
連
）
餌
（
聞
）
一
TT

（
其
）
又
（
有
）
哨

（
聘
）
、
従
及
之
盤
（
袢
）
、
妥
生
経
白
（
伯
）
、
遠
中
（
仲
）
。
焼
（
注
4
)

（
艤
•
源
）
裳
（
徊
）
羊
（
祥
）
、
先
尻
（
慮
）
千
京
宗
（
注
5
)
o

穴

翁
（
注
6
)
遅
（
遅
）
還
（
徒
）
於
京
宗
、
妥
曼
（
得
）
】
（
2
）
批
威
（
注
7
)

（
列
）
、
逆
流
哉
（
載
）
水
、
平
（
蕨
）
捐
（
欣
）
翌
（
蒟
）
耳
゜

乃
妻
之
、
生
位
苫
（
叔
）
、
麗
季
゜
麗
不
従
行
、
渭
（
潰
）
自
慨
（
注
8
)

（
酋
・
胸
）
出
、
批
咸
（
列
）
賓
干
天
、
咎
（
巫
）
究
（
咸
）
眩

（
該
）
一
TT

（
其
）
慨
（
骨
・
胸
）
以
楚
、
氏
（
抵
）
】
（
3
）
今
日

楚
人
。
至
酋
惟
（
狂
）
亦
居
京
宗
。
至
念
弊
（
繹
）
輿
屈
絢
（
釧
）
、

思
（
使
）
若
（
都
）
蒜
（
喩
）
卜
遠
（
徒
）
於
窒
（
夷
）
｛
屯
（
屯
）
、

為
枝
（
横
ー
便
）
室
—
—
（
室
、
室
）
既
成
、
無
以
内
之
、
乃
栢
（
躇
）

若
（
都
）
人
之
桶
（
瞳
）
以
】

(
4
)
祭
。
患
（
憚
）
一
TT

（
其
）
宝

（
主
）
、
夜
而
内
犀
、
氏
（
抵
）
今
日
票
＿
＿
（
票
、
奈
）
柁
（
必
）

夜
。
至
金
只
、
翁
組
‘
翁
麓
（
奨
）
及
翁
賜
（
錫
）
、
翁
逗
（
渠
）
、

手
（
盛
）
居
塑
（
夷
）
屯
（
屯
）
。
翁
逗
（
渠
）
遷
（
徒
）
居
骰
漸
。

至
念
朋
（
文
）
、
金
】
(
5
)
蟄
（
摯
）
居
肢
漸
。
菌
雙
（
摯
）
遷

（
徒
）
居
芳
奸
。
至
愈
絹
（
延
）
自
芳
奸
遷
（
徒
）
居
喬
多
。
至

念
雨
（
勇
）
及
念
厳
、
念
相
（
霜
）
及
念
器
（
雪
）
及
翁
訓
（
拘
）
、

翁
弩
及
若
謡
（
敷
）
翁
義
（
儀
）
、
皆
居
喬
多
。
若
器
（
赦
）
翁
】

(
6
)
義
（
儀
）
遠
（
徒
）
居
箸
（
都
）
。
至
焚
（
紛
）
冒
愈
闘
（
師
）

自
筈
（
都
）
速
（
徒
）
居
焚
。
至
宵
器
（
敷
）
愈
鹿
自
焚
涅
（
徒
）

居
宵
。
至
武
王
翁
躾
（
通
）
自
宵
迎
（
徒
）
居
免
、
女
一
（
焉
）
釘

（
始
）
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
】
(
7
)
幅
。
衆
不
容
於
免
‘
乃
渭
（
潰
）
櫃

涅
之
波
（
跛
）
而
宇
人
、
女
一
（
注
9
)

（
焉
）
氏
（
抵
）
今
日
郡
。
至

文
王
自
彊
涅
（
郡
）
遷
（
徒
）
居
淋
（
注
IO)
ー
―
郵
ー
ー
（
和
郡
、
和
郡
）

遠
（
徒
）
居
麓
―
-
（
奨
）
郡
―
-
（
奨
郡
、
奨
郡
）
遷
（
徒
）
居
為

―
―
郡
＝
（
為
郡
、
為
郡
）
退
（
復
）
】
（
8
）
遷
（
徒
）
居
免
郡
、

女
一
（
焉
）
改
名
之
日
幅
丘
。
至
塁
（
旺
）
器
（
赦
）
自
幅
丘
遷
（
徒
）

褻
（
襲
）
筈
（
都
）
郡
。
至
成
王
自
筈
（
都
）
郡
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）

淋
―
―
郡
＝
（
和
郡
、
和
郡
）
遠
（
徒
）
ロ
ロ
ロ
ロ
】
(
9
)
居
嬰
（
際
）

郡
。
至
穆
王
自
嬰
（
瞑
）
郡
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
為
郡
。
至
賊
（
荘
）

王
遷
（
徒
）
哀
（
襲
）
麓
―
―
郡
ー
ー
（
奨
郡
、
奨
郡
）
遷
（
徒
）
居

同
宮
之
北
。
若
謡
（
赦
）
追
（
起
）
禍
、
女
一
（
焉
）
遷
（
徒
）
居

承
＝
（
蒸
）
之
―
―
野
＝
（
蒸
之
野
、
蒸
之
野
）
口
□
口
、
口
】

(10)

褻
（
襲
）
為
郡
。
至
罪
（
共
）
王
、
康
王
、
製
＝
（
嗣
子
）
王
皆

居
為
郡
。
至
霜
（
震
）
王
自
為
郡
迎
（
徒
）
居
秦
（
乾
）
渓
之
上
、

以
為
尻
（
慮
）
於
章
[
華
之
寧
竿

r
】
(11)

競
盆
巴
坪
(
平
）

王
印
立
（
位
）
、
猷
（
猶
）
居
秦
（
乾
）
淡
之
上
。
至
部
（
昭
）
王

自
秦
（
乾
）
淡
之
上
遷
（
徒
）
居

Mt
（注
Il)

＝
（
撤
）
郡
ー
ー
（
美
郡
、

美
郡
）
還
（
徒
）
居
鶉
―
―
郡
＝
（
鶉
郡
、
鶉
郡
）
遠
（
徒
）
褻
（
襲
）

為
郡
。
惹
（
閾
）
虜
（
腐
）
内
（
入
）
郡
、
女
一
（
焉
）
返
（
復
）
】

(
1
2
)遷
（
徒
）
居
秦
—
—
（
乾
）
淡
―
―
之
―
―
上
＝
（
乾
汲
之
上
、 (261) 



乾
淡
之
上
）
逸
（
復
）
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
妍
（
撤
•
美
）
郡
。

至
猷
恵
王
自
妍
（
撤
•
美
）
郡
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
為
郡
。
白
公

起
（
起
）
禍
、
女
一
（
焉
）
還
（
徒
）
褻
（
襲
）
淋
（
和
）
郡
、
改

為
之
、
女
一
（
焉
）
日
肥
】

(13)
遺
、
以
為
尻
（
虚
）
於
酉
（
注
12)
＝

邁
＿
（
蔀
涵
、
酬
漢
）
遷
（
徒
）
居
堡
翌
（
那
郡
、
那
郡
）

遠
（
徒
）
居
那
呼
。
王
大
（
太
）
子
以
邦
邁
（
復
）
於
淋
（
和
）

郡
、
王
自
那
旺
遷
（
徒
）
郡
（
察
）
、
王
大
（
太
）
子
自
淋
（
和
）

郡】

(14)
遷
（
徒
）
居
彊
郡
。
王
自
邸
（
察
）
返
（
復
）
郎
（
那
）
。

束
大
王
自
彊
郡
遷
（
徒
）
居
藍
―
―
郡
＿
＿
（
藍
郡
、
藍
郡
）
遠
（
徒
）

居
郁
―
―
郡
＝
（
那
郡
、
那
郡
）
逗
（
復
）
於
郡
（
祁
）
、
王
大
（
太
）

子
以
邦
居
郁
（
郎
）
郡
、
以
為
尻
（
隧
）
於
】

(15)
毅
郡
。
至
恕

（
悼
）
折
（
哲
）
王
猷
（
猶
）
居
郁
（
那
）
郡
。
｛
中
（
中
）
酷
（
謝
）

（注
13)
氾
（
起
）
禍
、
女
一
（
焉
）
遠
（
徒
）
褻
（
襲
）
肥
遺
。
邦
大

痰
（
帝
）
（
注
14)
、
女
一
（
焉
）
遠
（
徒
）
居
郡
郡
。
】

(16)

《
書
き
下
し
》

き

ざ

ん

い

た

す

す

季
連
は
初
め
て
魏
山
に
降
り
、
穴
窮
す
る
に
抵
る
。
趨
み
て
騒
山

え

ん

は

せ

ん

す

い

さ

か

の

ぽ

ば

ん

こ

う

に
出
で
、
妥
跛
に
宅
処
す
。
洲
水
を
逆
上
り
、
盤
庚
の
子
に
見
ゆた

す

む

す

め

ひ

す

い

る
に
、
方
山
に
処
る
。
女
を
批
佳
と
日
い
、
慈
を
乗
り
て
善
く
相

し
は
ん

け
、
四
方
に
歴
遊
す
。
季
連
は
其
の
聘
有
る
を
聞
き
、
従
い
て
之
袢

こ

こ

て

い

は

く

え

ん

ち

ゅ

う

に
及
び
、
妥
に
程
伯
・
遠
仲
を
生
む
。
甜
ぶ
こ
と
徊
祥
に
し
て
、

先
に
京
宗
に
処
る
。
穴
熊
は
遅
れ
て
京
宗
に
徒
り
、
妥
に
批
列
を

得
て
、
載
水
を
逆
流
る
に
、
蕨
の
状
は
摂
す
る
の
み
。
乃
ち
之
を
妻

や
ぶ

と
う
し
ゅ
く

り
、
位
叔
•
麗
季
を
生
む
。
麗
は
従
い
行
か
ず
し
て
、
潰
り
て
脅

（
胸
）
よ
り
出
づ
。
批
列
は
天
に
賓
せ
ら
れ
ん
と
し
、
巫
咸
は
其

、

ゴ

ら

い

た

に
制

つ
つ

の
脅
（
胸
）
を
該
む
を
以
て
す
れ
ば
、
今
に
抵
る
も
楚
人
と

ゆ

う

き

ょ

う

ゆ

う

え

き

く

つ

き

ん

日
う
。
熊
狂
に
至
り
て
亦
た
京
宗
に
居
る
。
熊
繹
と
屈
釧
に
至
り

つ
く

て
都
喩
を
し
て
卜
せ
し
め
て
夷
屯
に
徒
り
、
便
室
を
為
る
に
、
室

じ

ゃ

く

ひ

と

と

う

の
撞

既
に
成
る
も
、
以
て
之
に
内
る
る
も
の
無
け
れ
ば
、
乃
ち
都
人

ま
っ

ぬ
す

を
窃
み
て
以
て
祭
る
。
其
の
主
を
憚
れ
、
夜
に
内
り
て
犀
ら
ば
、

え
き

o

町
応
．
町
餌
．
町
記

'`t
 

今
に
抵
る
も
票
と
日
い
、
票
は
必
ず
夜
に
す

ゅ

う

よ

う

ゆ

う

さ

よ

い

と

ん

及
び
熊
錫
（
楊
）
・
熊
渠
に
至
る
ま
で
は
、
尽
く
夷
屯
に
居
る
。
熊

渠
は
徒
り
て
発
漸
に
居
る
。
熊
文
•
熊
摯
に
至
る
ま
で
発
漸
に
居

う
つ

る
。
熊
摯
は
徒
り
て
妾
奸
に
居
る
。
熊
延
に
至
り
て
妾
奸
よ
り
徒

き

ょ

う

た

ゆ

う

そ

う

ゆ

う

せ

つ

ゆ

う

じ

ゥ

ん

ゆ

う

が

く

り
て
喬
多
に
居
る
。
熊
勇
と
熊
厳
、
熊
霜
と
熊
雪
と
熊
狗
、
熊
跨

じ

ゃ

く

ご

う

ゆ

う

ぎ

と
若
敷
•
熊
儀
に
至
る
ま
で
は
、
皆
喬
多
に
居
る
。
若
敷
•
熊
儀

は
徒
り
て
都
に
居
る
。
紛
冒
•
熊
師
は
郡
よ
り
徒
り
て
焚
に
居
る
。

し

ょ

う

ご

う

ゆ

う

る

く

し

ょ

う

宵
（
宵
）
敷
•
熊
鹿
に
至
り
て
焚
よ
り
徒
り
て
宵
に
居
る
。
武
王

と
う

熊
躾
（
通
）
に
至
り
て
宵
よ
り
徒
り
て
免
に
居
り
、
焉
ち
始
め
て

は

い

き

ょ

う

え

い

つ

つ

み

や

ぶ

ロ
ロ
ロ
ロ
□
福
。
衆
は
免
に
容
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
彊
涅
の
跛
を
潰

す
ま

り
て
人
を
宇
わ
さ
ば
、
焉
ち
今
に
抵
る
も
郡
と
日
う
。
文
王
に
至

え
い

り
て
腫
郡
よ
り
徒
り
て
淋
（
和
）
郡
に
居
り
、
淋
（
和
）
郡
よ
り

は

ん

え

い

い

え

い

徒
り
て
奨
郡
に
居
り
、
奨
郡
よ
り
徒
り
て
為
郡
に
居
り
、
為
郡
よ

(262) 



り
復
た
徒
り
て
免
郡
に
居
り
、
焉
ち
之
を
改
名
し
て
福
丘
と
日
う
。

ょ

こ
う

荘
（
杜
）
赦
に
至
り
て
福
丘
よ
り
徒
り
て
都
郡
に
襲
る
。
成
王
に

至
り
て
都
郡
よ
り
徒
り
て
淋
（
和
）
郡
に
襲
り
、
淋
（
和
）
郡
よ

り
徒
り
て
ロ
ロ
ロ
ロ
際
郡
に
居
る
。
穆
王
に
至
り
て
瞑
郡
よ
り
徒

ょ

り
て
為
郡
に
襲
る
。
荘
王
に
至
り
て
徒
り
て
奨
郡
に
襲
り
、
奨
郡

よ
り
徒
り
て
同
宮
の
北
に
居
る
。
若
赦
は
禍
を
起
こ
さ
ば
、
焉
ち

ょ

徒
り
て
蒸
の
野
に
居
る
。
蒸
の
野
口
口
口
、
口
為
郡
に
襲
る
。
共

王
・
康
王
・
嗣
子
の
王
に
至
る
ま
で
は
、
皆
為
郡
に
居
る
。
霊
王

か
ん

1
‘

に
至
り
て
為
郡
よ
り
徒
り
て
乾
渓
の
上
に
居
り
、
以
て
章
華
の
台

に
処
る
と
為
す
。
景
平
王
即
位
す
る
も
、
猶
お
乾
渓
の
上
に
居
る
。

び

え

い

昭
王
に
至
り
て
乾
渓
の
上
よ
り
徒
り
て
撤
（
美
）
郡
に
居
り
、
檄

（
美
）
郡
よ
り
徒
り
て
鶉
郡
に
居
り
、
鶉
郡
よ
り
徒
り
て
為
郡
に
襲

こ
う
る

る
。
閾
腐
郡
に
入
ら
ば
、
焉
ち
復
た
徒
り
て
乾
渓
の
上
に
居
る
。

ょ

乾
渓
の
上
よ
り
復
た
徒
り
て
撤
（
美
）
郡
に
襲
る
。
献
恵
王
に
至

り
て
撤
（
美
）
郡
よ
り
徒
り
て
為
郡
に
襲
る
。
白
公
は
禍
を
起
こ

っ
く

さ
ば
、
焉
ち
徒
り
て
淋
（
和
）
郡
に
襲
り
、
改
め
て
之
を
為
り
て
、

焉
ち
肥
遺
と
日
い
、
以
て
酉
（
蔀
）
渦
に
処
る
と
為
し
、
酉
（
蔀
）

し

う

渦
よ
り
徒
り
て
郡
郡
に
居
り
、
那
郡
よ
り
徒
り
て
那
呼
に
居
る
。

王
太
子
は
邦
を
以
て
淋
（
和
）
郡
に
復
し
、
王
は
那
呼
よ
り
察
に

徒
り
、
王
太
子
は
淋
（
和
）
郡
よ
り
徒
り
て
橿
郡
に
居
る
。
王
は

察
よ
り
那
に
復
る
。
束
大
王
は
彊
郡
よ
り
徒
り
て
藍
郡
に
居
り
、

ほ
う
え
い

藍
郡
よ
り
徒
り
て
那
郡
に
居
り
、
祁
郡
よ
り
祁
に
復
る
。
王
太
子

《
現
代
語
訳
》

は
邦
を
以
て
祁
郡
に
居
り
、
以
て
骰
郡
に
居
る
と
為
す
。
悼
哲
王

に
至
る
も
猶
お
郡
に
居
る
。
中
謝
は
禍
を
起
こ
さ
ば
、
焉
ち
徒
り

じ
ん
え
い

て
肥
遺
に
襲
る
。
邦
は
大
い
に
脊
せ
て
、
焉
ち
徒
り
て
郡
郡
に
居

る。

さ
ざ
ん

季
連
は
初
め
て
魏
山
に
降
り
立
ち
、
（
家
屋
が
な
い
た
め
、
や
む
を

得
ず
）
洞
穴
を
住
ま
い
と
し
て
窮
屈
な
生
活
を
送
っ
た
。
季
連
は

え
ん
は

魏
山
か
ら
勇
躍
前
進
し
て
鶉
山
（
骰
山
）
に
出
て
、
妥
跛
に
住
居

を
構
え
た
。
さ
ら
に
洲
水
（
伊
水
）
を
遡
っ
て
、
そ
こ
で
殷
王
・
盤
庚

の
息
子
に
出
会
っ
た
。
盤
庚
の
息
子
は
方
山
（
外
方
山
）
に
住
ん

ひ
す
い

で
お
り
、
そ
の
娘
の
名
を
批
佳
と
い
っ
た
。
批
佳
は
慈
愛
で
応
接

す
る
姿
勢
で
善
＜
盤
庚
の
息
子
の
外
交
を
輔
佐
し
、
外
交
使
節
と

し
て
四
方
を
歴
遊
し
て
い
た
。
季
連
は
（
妥
跛
を
訪
れ
た
批
佳
か

ら
）
盤
庚
の
息
子
が
自
分
を
聘
問
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
批
佳
に

し
は
ん

従
っ
て
之
袢
に
赴
き
、
（
批
佳
を
妻
に
迎
え
て
）
程
伯
と
遠
仲
の
兄

弟
を
生
ん
だ
。
あ
ち
こ
ち
を
ゆ
っ
く
り
経
巡
り
な
が
ら
、
先
に
京

け
つ
ゆ
う

宗
の
地
に
入
っ
た
。
穴
熊
は
遅
れ
て
京
宗
の
地
に
移
り
住
み
、
そ

こ
で
批
列
に
出
会
っ
て
、
載
水
（
浙
川
）
を
遡
り
、
そ
の
様
子
は

い
つ
も
寄
り
添
う
仲
む
つ
ま
じ
さ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
批
列
を
妻

り

き

に
迎
え
、
但
叔
と
麗
季
の
兄
弟
を
生
ん
だ
。
麗
季
は
母
親
に
従
順
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で
は
な
く
、
身
体
を
破
り
裂
い
て
母
親
の
胸
か
ら
抜
け
出
し
た
。

い
ば
ら

そ
こ
で
批
列
は
あ
や
う
く
死
に
か
け
、
巫
咸
は
楚
で
母
親
の
胸
を

包
合
し
た
の
で
、
今
に
至
る
も
楚
人
と
い
う
の
で
あ
る
。
熊
狂
の

ゆ

う

え

き

く

っ

き

ん

代
に
な
っ
て
ま
た
京
宗
に
住
居
を
定
め
た
。
熊
繹
と
屈
釧
に
至
っ

て
、
都
喩
に
占
わ
せ
て
夷
屯
に
移
住
し
、
祭
祀
を
行
う
便
室
を
作

っ
た
が
、
便
室
が
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
も
、
そ
の
中
に
収
め
る

祭
神
が
な
か
っ
た
の
で
、
郡
人
が
祭
神
に
し
て
い
た
無
角
の
牛
を

盗
ん
で
き
て
邪
悪
の
侵
入
を
防
ぐ
祭
神
と
し
た
。
も
と
も
と
の
持

ち
主
で
あ
る
部
人
に
発
覚
す
る
の
を
恐
れ
て
、
夜
に
な
っ
て
か
ら

こ
っ
そ
り
祭
祀
し
た
の
で
、
今
に
至
る
ま
で
票
（
ひ
そ
か
）
と
称

し
、
察
の
儀
式
は
必
ず
夜
間
に
執
り
行
う
の
で
あ
る
。
熊
只
•

熊
艇
•
熊
奨
及
び
熊
錫
（
楊
）
・
熊
渠
に
至
る
ま
で
は
、
す
べ
て
夷
屯

い

と

ん

は

っ

ぜ

ん

ゆ

う

か

い

に
都
を
置
い
た
。
熊
渠
は
夷
屯
か
ら
発
漸
に
都
を
遷
し
た
。
熊
文
・

ゅ

う

し

ぽ

う

か

ん

熊
摯
に
至
る
ま
で
は
発
漸
に
居
住
し
た
。
熊
摯
は
芳
奸
に
都
を
遷

ゅ

う

え

ん

き

ょ

う

た

ゆ

う

ゆ

う

し
た
。
熊
延
に
な
っ
て
妾
奸
か
ら
喬
多
に
都
を
遷
し
た
。
熊
勇
と

ゅ
う
そ
う

熊
霜
と
熊
雪
と
熊
拘
、
熊
等
と
若
敷
•
熊
儀
に
至
る
ま
で

ゅ
う
げ
ん

熊
厳
、

ゅ

う

ぎ

じ

ゃ

く

は
、
皆
喬
多
に
居
住
し
た
。
若
敷
•
熊
儀
は
郡
に
都
を
遷
し
た
。

ふ

ん

ぼ

く

ゆ

う

し

ふ

ん

し

ょ

う

ご

う

紛
冒
•
熊
師
は
都
か
ら
さ
ら
に
焚
に
都
を
遷
し
た
。
宵
（
宵
）
赦
・

ゅ

う

ろ

く

し

ょ

う

ゆ

う

と

う

熊
鹿
に
至
っ
て
焚
か
ら
宵
に
都
を
遷
し
た
。
武
王
熊
通
に
至
っ
て

宵
か
ら
免
に
都
を
遷
し
、
そ
こ
で
始
め
て
ロ
ロ
ロ
ロ
□
福
。
大
勢

き
ょ
う
え
い

の
人
々
を
免
に
収
容
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
腫
涅
を
囲
ん

で
い
た
堤
防
を
切
り
、
市
街
地
を
拡
大
し
て
人
々
を
そ
こ
に
居
住

さ
せ
た
の
で
、
そ
れ
以
来
今
に
至
る
ま
で
楚
の
都
を
郡
と
呼
ぶ
の

え
い

で
あ
る
。
文
王
に
至
っ
て
騰
郡
か
ら
淋
（
和
）
郡
に
都
を
遷
し
、

は
ん
え
い

淋
（
和
）
郡
か
ら
奨
郡
に
都
を
遷
し
、
奨
郡
か
ら
さ
ら
に
為
郡
に

都
を
遷
し
、
為
郡
か
ら
さ
ら
に
免
郡
に
都
を
遷
し
、
免
郡
を
改
名

し
て
福
丘
と
称
し
た
。
荘
（
杜
）
敷
に
至
っ
て
福
丘
か
ら
移
動
し

て
都
郡
に
都
を
置
い
た
。
成
王
に
至
っ
て
部
郡
か
ら
移
動
し
て
淋

（
和
）
郡
に
都
を
置
き
、
淋
（
和
）
郡
か
ら
移
動
し
て
ロ
ロ
ロ
□
映
郡

に
都
を
置
い
た
。
穆
王
に
至
っ
て
瞑
郡
か
ら
移
動
し
て
為
郡
に
都

を
置
い
た
。
荘
王
に
至
っ
て
移
動
し
て
奨
郡
に
都
を
置
き
、
奨
郡

か
ら
さ
ら
に
移
動
し
て
同
宮
の
北
に
都
を
置
い
た
。
若
赦
が
反
乱

を
起
こ
し
た
の
で
、
都
を
蒸
の
野
に
移
し
た
。
蒸
の
野
口
□
口
、

□
為
郡
に
都
を
置
い
た
。
共
王
・
康
王
・
嗣
子
の
王
に
至
る
ま
で

は
、
皆
為
郡
に
都
を
置
い
た
。
霊
王
に
至
っ
て
為
郡
か
ら
移
動
し

て
乾
渓
の
上
に
都
を
置
き
、
そ
こ
を
章
華
の
台
と
称
し
た
。
景
平

王
が
即
位
し
た
が
、
依
然
と
し
て
乾
渓
の
上
に
居
た
。
昭
王
に
至

っ
て
乾
渓
の
上
か
ら
移
動
し
て
徽
（
美
）
郡
に
都
を
置
き
、
撤
（
美
）

が
く
え
い

郡
か
ら
移
動
し
て
鶉
郡
を
都
と
し
、
鶉
郡
か
ら
さ
ら
に
移
動
し
て

為
郡
に
都
を
遷
し
た
。
閾
腐
が
派
遣
し
た
呉
軍
が
郡
に
入
城
し
て

き
た
の
で
、
ま
た
乾
渓
の
上
に
都
を
遷
し
た
。
乾
渓
の
上
か
ら
ま

た
移
動
し
て
徽
（
美
）
郡
に
都
を
遷
し
た
。
献
恵
王
に
至
っ
て
撤

（
美
）
郡
か
ら
移
動
し
て
為
郵
に
都
を
遷
し
た
。
白
公
が
反
乱
を

起
こ
し
た
の
で
、
移
動
し
て
淋
（
和
）
郡
に
都
を
遷
し
、
改
め
て
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造
営
し
直
し
て
、
肥
遺
と
命
名
し
、
酉
（
蔀
）
渦
に
処
る
と
称
し
、

酉
（
蔀
）
溝
か
ら
移
動
し
て
那
郡
に
都
を
遷
し
、
那
郡
か
ら
さ
ら

し

う

に
移
動
し
て
那
呼
に
都
を
遷
し
た
。
王
の
太
子
は
政
府
の
行
政
組

織
を
引
き
連
れ
て
淋
（
和
）
郡
に
戻
り
、
王
は
那
呼
か
ら
察
に
移

動
し
、
王
太
子
は
淋
（
和
）
郡
か
ら
移
動
し
て
彊
郡
に
都
を
遷
し

え
ん

た
。
王
は
察
か
ら
那
に
戻
っ
た
。
束
大
王
は
脹
郡
か
ら
移
動
し
て

藍
郡
に
都
を
遷
し
、
藍
郡
か
ら
移
動
し
て
那
郡
に
都
を
遷
し
、
那

郡
か
ら
邸
に
戻
っ
た
。
王
の
太
子
は
政
府
の
行
政
組
織
を
引
き
連

れ
て
郎
郡
に
都
を
遷
し
、
毅
郡
に
居
住
し
て
い
る
と
称
し
た
。
悼

哲
王
の
代
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
那
郡
を
都
と
し
て
い
た
。
中

謝
が
反
乱
を
起
こ
し
た
の
で
、
那
郡
か
ら
移
動
し
て
肥
遺
に
都
を

置
い
た
。
国
家
は
大
い
に
疲
弊
し
た
の
で
、
肥
遺
か
ら
移
動
し
て

じ
ん
え
い

郡
郡
に
都
を
置
い
た
。

司
馬
遷
は
『
史
記
』
楚
世
家
に
楚
国
の
歴
史
を
記
録
す
る
。
そ

の
記
述
を
以
下
『
楚
居
』
と
比
較
し
て
、
両
者
の
間
の
異
同
を
抽

出
し
て
み
よ
う
。
『
史
記
』
楚
世
家
は
楚
の
起
源
を
次
の
よ
う
に
説

き
起
こ
す
。

楚
之
先
祖
、
出
自
帝
顕
項
高
陽
。
高
陽
者
、
黄
帝
之
孫
、
昌

意
之
子
也
。
高
陽
生
稲
、
稲
生
巻
章
、
巻
章
生
重
黎
。
重
黎

為
帝
僭
高
辛
居
火
正
、
甚
有
功
能
光
融
天
下
。
帝
僭
命
日
祝

融
。
共
エ
氏
作
乱
、
帝
僣
使
重
黎
誅
之
而
不
盛
。
帝
乃
以
庚

寅
日
誅
重
黎
、
而
以
其
弟
呉
同
為
重
黎
後
。
復
居
火
正
為
祝

融
。
呉
同
生
陸
終
。
陸
終
生
子
六
人
。
訴
剖
而
産
焉
。
其
長

一
日
昆
吾
、
二
日
参
胡
、
三
日
影
祖
、
四
日
會
人
、
五
日
曹

姓
、
六
日
季
連
。
芋
姓
。
楚
其
後
也
。
昆
吾
氏
夏
之
時
嘗
為

侯
伯
。
架
之
時
湯
滅
之
。
影
祖
氏
殷
之
時
嘗
為
侯
伯
。
殷
之

末
世
滅
影
祖
氏
。
季
連
生
附
祖
、
附
祖
生
穴
熊
。
其
後
中
微
、

或
在
中
國
、
或
在
塑
夷
、
弗
能
紀
其
世
。

楚
の
先
祖
は
、
帝
顕
項
高
陽
よ
り
出
づ
。
高
陽
な
る
者
は
、

黄
帝
の
孫
に
し
て
、
昌
意
の
子
な
り
。
高
陽
は
称
を
生
み
、

こ
く

称
は
巻
章
を
生
み
、
巻
章
は
重
黎
を
生
む
。
重
黎
は
帝
僭
高

辛
の
為
に
火
正
に
居
り
、
甚
だ
功
有
り
て
能
＜
天
下
に
光
融

す
。
帝
僣
は
命
け
て
祝
融
と
日
う
。
共
工
氏
の
乱
を
作
す
や
、

帝
僭
は
重
黎
を
し
て
之
を
誅
せ
し
む
る
も
尽
く
さ
ず
。
帝
は

乃
ち
庚
寅
の
日
を
以
て
重
黎
を
誅
し
て
、
其
の
弟
の
吾
回
を

以
て
重
黎
の
後
と
為
す
。
復
た
火
正
に
居
り
て
祝
融
と
為
る
。

吾
回
は
陸
終
を
生
む
。
陸
終
は
子
六
人
を
生
む
。
訴
剖
し
て

焉
を
産
む
。
其
の
長
ず
る
や
一
を
昆
吾
と
日
い
、
二
を
参
胡

と
日
い
、
三
を
影
祖
と
日
い
、
四
を
會
人
と
日
い
、
五
を
曹

(265) 



び

姓
と
日
い
、
六
を
季
連
と
日
う
。
芋
姓
な
り
。
楚
は
其
の
後

な
り
。
昆
吾
氏
は
夏
の
時
に
嘗
て
侯
伯
と
為
る
。
架
の
時
湯

は
之
を
滅
ぼ
す
。
影
祖
氏
は
殷
の
時
に
嘗
て
侯
伯
と
為
る
。

殷
の
末
世
に
影
祖
氏
を
滅
ぼ
す
。
季
連
は
附
祖
を
生
み
、
附

祖
は
穴
熊
を
生
む
。
其
の
後
は
中
ご
ろ
微
に
し
て
、
或
い
は

中
国
に
在
り
、
或
い
は
蛮
夷
に
在
り
て
、
其
の
世
を
紀
す
能

わ
ず
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
楚
の
世
系
は
、
黄
帝
ー
昌
意
ー
顕
項
高
陽
ー
称
ー

巻
章
ー
重
黎
（
兄
）
ー
呉
回
（
弟
）
ー
陸
終
ー
①
昆
吾
②
参
胡
③

影
祖
④
會
人
⑤
曹
姓
⑥
季
連
ー
季
連
（
半
姓
）
ー
附
祖
ー
穴
熊
…

…
途
中
衰
微
し
て
世
系
不
明
…
…
と
記
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
楚
居
』
の
側
に
は
黄
帝
か
ら
陸
終
ま
で
の
系

譜
は
見
ら
れ
ず
、
陸
終
の
第
六
子
で
あ
る
季
連
か
ら
話
が
始
ま
る
。

季
辮
（
連
）
初
降
於
郎
（
魏
）
山
、
氏
（
抵
）
干
空
（
穴
）

砲
（
窮
）
。
逍
（
趨
）
出
干
喬
（
睛
）
山
、
篭
（
宅
）
尻
（
慮
）

妥
波
（
跛
）
。
逆
上
洲
水
、
見
盤
庚
之
子
、
尻
（
慮
）
千
方
山
。

女
日
比
（
批
）
佳
、
乗
絃
（
慈
）
街
（
率
．
善
）
】
（
1
）
相
、

詈
（
歴
）
害
（
遊
）
四
方
。
季
辮
（
連
）
餌
（
聞
）
一
汀
（
其
）

又
（
有
）
哨
（
聘
）
、
従
及
之
盤
（
袢
）
、
妥
生
経
白
（
伯
）
、

遠
中
（
仲
）
。
姉
（
頴
•
源
）
裳
（
徊
）
羊
（
祥
）
、
先
尻
（
慮
）

干
京
宗
。
穴
翁
遅
（
遅
）
遠
（
徒
）
於
京
宗
、
妥
曼
（
得
）
】

(
2
)
批
威
（
列
）
、
逆
流
哉
（
載
）
水
、
率
（
厭
）
脂
（
欣
）

翌
（
振
）
耳
。

さ

ざ

ん

い

た

す

す

季
連
は
初
め
て
魏
山
に
降
り
、
穴
窮
す
る
に
抵
る
。
趨
み
て

え

ん

は

せ

ん

す

い

さ

か

の

ぼ

ば

ん

こ

う

縞
山
に
出
で
、
妥
跛
に
宅
処
す
。
洲
水
を
逆
上
り
、
盤
庚
の

む

す

め

ひ

す

い

子
に
見
ゆ
る
に
、
方
山
に
処
る
。
女
を
批
佳
と
日
い
、
慈
を
乗

た
す

り
て
善
く
相
け
、
四
方
に
歴
遊
す
。
季
連
は
其
の
聘
有
る
を

し

は

ん

こ

こ

て

い

は

く

え

ん

ち

ゥ

ぅ

聞
き
、
従
い
て
之
袢
に
及
び
、
妥
に
経
伯
・
遠
仲
を
生
む
。

滸
ぶ
こ
と
徊
祥
に
し
て
、
先
に
京
宗
に
処
る
。
穴
熊
は
遅
れ

う

つ

ひ

れ

っ

さ

か

の

ぽ

て
京
宗
に
徒
り
、
妥
に
批
列
を
得
て
、
載
水
を
逆
流
る
に
、
厭

の
状
は
摂
す
る
の
み
。

楚
世
家
は
陸
終
の
第
六
子
で
あ
る
季
連
が
楚
の
始
祖
だ
と
記
す
が
、

『
楚
居
』
で
は
出
自
に
関
す
る
何
の
説
明
も
な
い
ま
ま
に
、
い
き

な
り
季
連
が
登
場
す
る
。
し
か
も
「
魏
山
に
降
る
」
と
言
い
な
が

ら
、
ど
こ
か
ら
降
っ
て
き
た
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

ま
た
『
楚
居
』
に
よ
れ
ば
、
魏
山
か
ら
縞
山
に
進
出
し
、
妥
阪

に
居
住
し
た
季
連
は
、
さ
ら
に
洲
水
を
遡
っ
て
方
山
に
居
た
盤
庚

の
息
子
に
出
会
い
、
そ
の
招
聘
に
応
じ
て
之
袢
に
赴
い
た
と
い
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
季
連
は
、
殷
に
都
を
遷
し
て
国
号
を
殷
と
称
し
た

殷
王
・
盤
庚
に
間
接
的
に
臣
下
と
し
て
仕
え
た
こ
と
に
な
る
。
ま
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周
文
王
之
時
、
季
連
之
苗
裔
日
搬
熊
°
瞑
熊
子
事
文
王
。
蚤

ひ
す
い

た
『
楚
居
』
は
、
季
連
は
盤
庚
の
子
の
娘
・
批
佳
を
妻
に
迎
え
、

経
伯
と
遠
仲
の
兄
弟
を
生
ん
だ
と
も
言
う
。
と
す
れ
ば
、
楚
の
始

祖
た
る
季
連
は
殷
王
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
季
連
の
息
子
た
ち
は

殷
王
の
血
筋
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
楚
と
殷
の
深

い
繋
が
り
を
表
明
す
る
も
の
で
、
楚
世
家
に
は
全
く
見
え
な
い
記

事
で
あ
る
。

『
楚
居
』
は
程
伯
と
遠
仲
の
兄
弟
を
生
ん
だ
季
連
が
先
に
京
宗

の
地
に
入
り
、
穴
熊
は
遅
れ
て
京
宗
の
地
に
移
っ
て
き
た
と
記
す
。

こ
と
さ
ら
京
宗
の
地
に
入
っ
た
先
後
関
係
を
強
調
す
る
点
か
ら
判

断
す
る
に
、
季
連
と
穴
熊
は
全
く
同
時
代
の
人
物
と
理
解
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
『
楚
居
』
の
記
述
だ
け
で
は
穴
熊
が
何
者
な

の
か
、
そ
の
出
自
は
皆
目
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
楚
世
家
で
は
、

穴
熊
は
季
連
の
孫
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
楚
世
家
で
は
季
連
の
息

子
は
附
祖
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
『
楚
居
』
で
は
経
伯
と
遠
仲
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
楚
世
家
と
『
楚
居
』
で
は
、
季
連
か
ら

穴
熊
に
至
る
間
の
系
譜
に
大
き
な
食
い
違
い
が
存
在
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
穴
熊
が
楚
の
原
氏
族
の
族
長
で
、
そ
こ
に
季
連
が
中
原

か
ら
流
亡
し
て
き
た
貴
種
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

楚
世
家
は
穴
熊
以
後
の
楚
の
世
系
は
不
明
だ
と
し
、
季
連
の
末

裔
で
あ
る
搬
熊
か
ら
世
系
の
記
述
を
再
開
す
る
。

卒
。
其
子
日
熊
麗
。
熊
麗
生
熊
狂
。
熊
狂
生
熊
繹
。
熊
繹
嘗

周
成
王
之
時
。
暴
文
武
勤
労
之
後
嗣
、
而
封
熊
繹
於
楚
饗
、

封
以
子
男
之
田
。
姓
半
氏
。
居
丹
陽
。
楚
子
熊
繹
、
奥
魯
公

伯
禽
．
甑
康
叔
子
牟
．
晉
侯
勢
・
齊
太
公
子
呂
仮
倶
事
成
王
。

熊
繹
生
熊
文
。
熊
文
生
熊
開
。
熊
胴
生
熊
勝
。
熊
膀
以
弟
熊

楊
為
後
。
熊
楊
生
熊
渠
。
熊
渠
生
子
三
人
。
嘗
周
夷
王
之
時
、

王
室
微
、
諸
侯
或
不
朝
相
伐
。
熊
渠
甚
得
江
漢
間
民
和
。
乃

興
兵
伐
庸
楊
悔
、
至
干
郡
。
熊
渠
日
、
我
聾
夷
也
。
不
輿
中

國
之
琥
謡
。
乃
立
其
長
子
康
為
句
腐
王
、
中
子
紅
為
郡
王
、

少
子
執
疵
為
越
章
王
。
皆
在
江
上
楚
盤
之
地
。
及
周
属
王
之

時
暴
虐
。
熊
渠
畏
其
伐
楚
、
亦
去
其
王
。
後
為
熊
母
康
。
母

康
蚤
死
。
熊
渠
卒
、
子
熊
摯
紅
立
。
摯
紅
卒
、
其
弟
試
而
代

立
。
日
熊
延
。

周
の
文
王
の
時
、
季
連
の
苗
裔
を
搬
熊
と
日
う
。
際
熊
の
子

は
文
王
に
事
う
。
蚤
く
卒
す
。
其
の
子
を
熊
麗
と
日
う
。
熊

ゅ

麗
は
熊
狂
を
生
む
。
熊
狂
は
熊
繹
を
生
む
。
熊
繹
は
周
の
成

王
の
時
に
当
た
る
。
文
武
の
勤
労
の
後
嗣
を
挙
げ
、
而
し
て

熊
繹
を
楚
蛮
に
封
じ
、
封
ず
る
に
子
男
の
田
を
以
て
す
。
姓

は
芋
氏
。
丹
陽
に
居
る
。
楚
子
熊
繹
は
、
魯
公
伯
禽
、
衛
康

し
ょ
う

叔
の
子
・
牟
、
晋
侯
婆
、
斉
太
公
の
子
・
呂
仮
と
倶
に
成
王

ゅ
う
か
い

に
事
う
。
熊
繹
は
熊
文
を
生
む
。
熊
文
は
熊
胆
を
生
む
。
熊
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勁
は
熊
勝
を
生
む
。
熊
勝
は
弟
熊
楊
を
以
て
後
と
為
す
。
熊

楊
は
熊
渠
を
生
む
。
熊
渠
は
子
三
人
を
生
む
。
周
の
夷
王
の

時
に
当
た
り
、
王
室
は
微
に
し
て
、
諸
侯
或
い
は
朝
せ
ず
し

て
相
伐
つ
。
熊
渠
は
甚
だ
江
漢
の
間
の
民
の
和
を
得
る
。
乃

よ
う
え
つ

ち
兵
を
興
し
て
庸
と
楊
苺
を
伐
ち
、
郡
に
至
る
。
熊
渠
日
＜
、

我
は
蛮
夷
な
り
。
中
国
の
号
謡
に
与
ら
ず
と
。
乃
ち
其
の
長

こ
う
た
ん
お
う

子
康
を
立
て
て
句
宣
王
と
為
し
、
中
子
紅
を
郡
王
と
為
し
、

し
ゅ
う
し

少
子
執
疵
を
越
章
王
と
為
す
。
皆
江
上
の
楚
蛮
の
地
に
在
り
。

周
の
腐
王
の
時
に
及
び
て
暴
虐
な
り
。
熊
渠
は
其
の
楚
を
伐

ゅ
う
ぶ
こ
う

た
ん
こ
と
を
畏
れ
、
亦
た
其
の
王
を
去
る
。
後
を
熊
母
康
と

ゅ
う
し
こ
う

為
す
。
母
康
は
蚤
く
死
す
。
熊
渠
卒
し
、
子
の
熊
摯
紅
立
つ
。

摯
紅
卒
す
る
に
、
其
の
弟
試
し
て
代
わ
り
て
立
つ
。
熊
延
と

日
う
。

楚
世
家
に
よ
れ
ば
、
親
熊
以
後
の
楚
の
世
系
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

搬
熊
ー
熊
麗
ー
熊
狂
ー
熊
繹
ー
熊
文
ー
熊
開
ー
熊
勝
（
兄
）
ー
熊

楊
（
弟
）
ー
熊
渠
ー
①
長
子
熊
康
（
句
麿
王
）
、
熊
母
康
（
後
に
王

号
を
去
る
）
②
中
子
熊
紅
（
郡
王
）
③
少
子
熊
執
疵
（
越
章
王
）

ー
熊
摯
紅
ー
熊
延
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
楚
居
』
は
楚
の
世
系
を
次

の
よ
う
に
記
録
す
る
。

穴
念
遅
（
遅
）
遷
（
徒
）
於
京
宗
、
妥
曼
（
得
）
】
（
2
）
批

威
（
列
）
、
逆
流
哉
（
載
）
水
、
季
（
蕨
）
捐
（
欣
）
翌
（
蒟
）

耳
、
乃
妻
之
、
生
恒
苫
（
叔
）
、
麗
季
。
麗
不
従
行
、
渭
（
潰
）

自
髄
（
脅
）
出
、
批
威
（
列
）
賓
千
天
、
晋
（
巫
）
究
（
咸
）

眩
（
該
）
一
打
（
其
）
慨
（
脅
）
以
楚
、
氏
（
抵
）
】
（
3
）
今

日
楚
人
。
至
金
惟
（
狂
）
亦
居
京
宗
。
至
念
弊
（
繹
）
奥
屈

絢
（
釧
）
、
思
（
使
）
若
（
都
）
蒜
（
喩
）
卜
涅
（
徒
）
於
夷
土

（
夷
）
屯
（
屯
）
、
為
枝
（
横
ー
便
）
室
＝
（
室
、
室
）
既
成
、

無
以
内
之
、
乃
栢
（
窺
）
若
（
都
）
人
之
桶
（
瞳
）
以
】
（
4
）

祭
。
患
（
憚
）
一
打
（
其
）
宝
（
主
）
、
夜
而
内
尿
、
氏
（
抵
）

今
日
票
＝
（
票
、
奈
）
柁
（
必
）
夜
。
至
含
只
、
念
組
、
翁

麓
（
奨
）
及
翁
賜
（
錫
）
、
金
逗
（
渠
）
、
手
（
盛
）
居
窒
（
夷
）

屯
（
屯
）
。
金
逗
（
渠
）
遷
（
徒
）
居
痰
漸
。
至
念
朋
（
文
）
、

翁
】
(
5
)
勢
（
摯
）
居
骰
漸
。
盆
雙
（
摯
）
遷
（
徒
）
居
デ

奸
。
至
翁
絹
（
延
）
自
妾
奸
遷
（
徒
）
居
喬
多
。

け

つ

ゆ

う

う

つ

ひ

れ

つ

さ

か

の

ぽ

穴
熊
は
遅
れ
て
京
宗
に
徒
り
、
妥
に
批
列
を
得
、
載
水
を
逆
流

る
に
、
蕨
の
状
は
摂
す
る
の
み
。
乃
ち
之
を
妻
り
、
但
叔
•
麗
季

を
生
む
。
麗
は
従
い
行
か
ず
し
て
、
潰
り
て
脅
（
胸
）
よ
り

出
づ
。
批
列
は
天
に
賓
せ
ら
れ
ん
と
し
、
巫
咸
は
其
の
脅
（
胸
）

つ

つ

い

ば

ら

い

た

を
該
む
に
楚
を
以
て
す
れ
ば
、
今
に
抵
る
も
楚
人
と
日
う
。

ゅ

う

き

ょ

う

ゆ

う

え

き

く

つ

き

ん

熊
狂
に
至
り
て
亦
た
京
宗
に
居
る
。
熊
繹
と
屈
釧
に
至
り
て

じ

ゃ

く

え

き

い

と

ん

つ

く

都
喰
を
し
て
卜
せ
し
め
て
夷
屯
に
徒
り
、
便
室
を
為
る
に
、

(268) 



室
既
に
成
る
も
、
以
て
之
に
内
る
る
も
の
無
け
れ
ば
、
乃
ち

じ

ゃ

く

ひ

と

と

う

ぬ

す

都
人
の
撞
を
窃
み
て
以
て
祭
る
。
其
の
主
を
憚
れ
、
夜
に
内

え
き

ま

つ

し

t

り
て
屎
ら
ば
、
今
に
抵
る
も
票
と
日
い
、
票
は
必
ず
夜
に
す
。

ゅ

う

し

ゅ

う

た

ん

ゆ

う

は

ん

ゆ

う

よ

う

ゆ

う

き

ょ

熊
只
•
熊
船
•
熊
奨
及
び
熊
錫
（
楊
）
・
熊
渠
に
至
る
ま
で
は
、

い
と
ん

尽
く
夷
屯
に
居
る
。
熊
渠
は
徒
り
て
発
漸
に
居
る
。
熊
文
・

熊
摯
に
至
る
ま
で
発
漸
に
居
る
。
熊
摯
は
徒
り
て
妾
奸
に
居

る
。
熊
延
に
至
り
て
妾
奸
よ
り
徒
り
て
喬
多
に
居
る
。

『
楚
居
』
に
よ
れ
ば
始
祖
・
季
連
か
ら
熊
延
に
至
る
世
系
は
、
季

連
I

穴
熊
ー
偲
叔
•
麗
季
ー
熊
狂
ー
熊
繹
・
屈
釧
—
熊
只
ー
熊
組

ー
熊
奨
ー
熊
錫
ー
熊
渠
ー
熊
文
ー
熊
摯
ー
熊
延
と
な
る
。
楚
世
家

に
登
場
す
る
際
熊
は
『
楚
居
』
に
は
全
く
姿
を
見
せ
な
い
。
あ
る

い
は
『
楚
居
』
の
偲
叔
が
際
熊
に
相
当
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

楚
世
家
で
は
搬
熊
と
熊
麗
が
親
子
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
楚
居
』

で
は
位
叔
と
麗
季
は
兄
弟
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
は
っ
き
り
と
は

し
な
い
。
ま
た
楚
世
家
で
は
熊
文
は
熊
繹
と
熊
即
の
間
に
位
置
す

る
が
、
『
楚
居
』
で
は
熊
渠
と
熊
摯
の
間
に
位
置
し
て
い
て
、
両
者

の
間
に
食
い
違
い
が
存
在
す
る
。
楚
世
家
で
は
熊
繹
は
丹
陽
に
居

た
と
さ
れ
、
『
楚
居
』
は
夷
屯
（
河
南
省
浙
川
）
に
居
た
と
言
う
か

ら
、
丹
陽
は
丹
江
北
の
河
南
・
浙
川
を
指
す
可
能
性
が
高
い

（注
15)0

楚
世
家
は
楚
と
周
の
関
係
を
か
な
り
詳
し
く
述
べ
、
熊
麗
は
周

の
文
王
に
仕
え
、
周
の
成
王
に
仕
え
た
熊
繹
は
成
王
か
ら
子
爵
・

男
爵
相
当
の
規
模
で
楚
蛮
の
地
に
封
建
さ
れ
た
と
記
す
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
楚
は
前
一

0
五

0
年
ご
ろ
に
起
き
た
殷
周
革
命
の
前
か

ら
す
で
に
周
の
文
王
に
仕
え
、
成
王
の
代
に
周
か
ら
正
式
に
諸
侯

と
し
て
封
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
『
楚
居
』
の
側
は
、
周

と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
な
い
。
ま
た
楚
世
家
は
、

熊
渠
が
「
我
は
蛮
夷
な
り
。
中
国
の
号
謡
に
与
ら
ず
」
と
宣
言
し

て
、
三
人
の
息
子
に
王
号
を
名
乗
ら
せ
た
も
の
の
、
周
の
腐
王
の

討
伐
を
恐
れ
て
後
に
王
号
を
撤
回
し
た
と
記
す
が
、
『
楚
居
』
の
側

に
は
称
王
を
め
ぐ
る
周
と
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
も
記
述
が
な
い
。

さ
ら
に
『
楚
居
』
は
穴
熊
の
子
が
熊
麗
だ
と
し
て
二
人
を
直
接

に
繋
げ
る
が
、
楚
世
家
で
は
「
季
連
は
附
祖
を
生
み
、
附
祖
は
穴

熊
を
生
む
。
其
の
後
は
中
ご
ろ
微
に
し
て
、
或
い
は
中
国
に
在
り
、

或
い
は
蛮
夷
に
在
り
て
、
其
の
世
を
紀
す
能
わ
ず
」
と
、
穴
熊
以

後
の
楚
の
世
系
は
不
明
だ
と
し
て
記
さ
ず
、
眼
熊
か
ら
記
述
を
再

開
し
た
上
で
、
熊
麗
を
眼
熊
の
子
と
す
る
。
『
楚
居
』
に
よ
れ
ば
、

穴
熊
は
始
祖
の
季
連
と
同
じ
く
、
前
―
四

0
0
年
ご
ろ
殷
に
都
を

遷
し
た
第
十
九
代
の
殷
王
・
盤
庚
と
同
時
代
の
人
物
と
な
る
。
そ

の
穴
熊
の
子
の
熊
麗
が
、
楚
世
家
が
言
う
よ
う
に
周
の
文
王
の
時

代
、
す
な
わ
ち
第
三
十
代
の
殷
王
・
帝
辛
（
紺
）
と
同
時
代
の
人

物
だ
と
す
れ
ば
、
父
と
子
の
間
で
三
百
年
前
後
の
間
隔
が
生
じ
て

し
ま
う
（
注
16)°

し
た
が
っ
て
こ
の
食
い
違
い
に
関
し
て
は
、
穴
熊
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以
後
の
世
系
は
不
明
だ
と
す
る
楚
世
家
の
方
が
妥
当
性
を
備
え
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
『
楚
居
』
の
側
が
、
殷
王
・
盤
庚
か
ら
周
の
文
王

に
至
る
長
期
に
渡
り
、
楚
の
世
系
が
不
明
で
あ
る
と
の
空
白
期
間

を
隠
蔽
す
る
た
め
、
穴
熊
と
熊
麗
を
父
子
関
係
で
直
結
さ
せ
た
疑

い
が
残
る
。

楚
世
家
は
熊
延
以
降
の
楚
の
世
系
を
次
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

熊
延
生
熊
勇
。
熊
勇
六
年
而
周
人
作
乱
、
攻
腐
王
。
腐
王
出

奔
従
。
熊
勇
十
年
卒
、
弟
熊
厳
為
後
。
熊
厳
十
年
卒
。
有
子

四
人
。
長
子
伯
霜
、
中
子
仲
雪
、
次
子
叔
堪
、
少
子
季
狗
。

熊
厳
卒
、
長
子
伯
霜
代
立
。
是
為
熊
霜
。
熊
霜
元
年
、
周
宣

王
初
立
。
熊
霜
六
年
卒
。
三
弟
争
立
。
仲
雪
死
、
叔
堪
亡
避

雖
於
膜
゜
而
少
弟
季
拘
立
。
是
為
熊
狗
。
熊
狗
十
六
年
、
鄭

桓
公
初
封
於
郎
。
二
十
二
年
熊
拘
卒
、
子
熊
跨
立
。
熊
弩
九

年
卒
、
子
熊
儀
立
。
是
為
若
敷
。
若
敷
二
十
年
、
周
幽
王
為

犬
戎
所
試
。
周
東
徒
。
而
秦
襄
公
始
列
為
諸
侯
。
二
十
七
年
、

若
敷
卒
、
子
熊
炊
立
。
是
為
宵
敷
。
香
敷
六
年
卒
、
子
熊
胞

立
。
是
為
紛
冒
。
紛
冒
十
三
年
、
晉
始
乱
。
以
曲
沃
之
故
。

紛
冒
十
七
年
卒
。
紛
冒
弟
熊
通
、
試
紛
冒
子
而
代
立
。
是
為

楚
武
王
。
（
中
略
）
三
十
五
年
、
楚
伐
随
。
随
日
、
我
無
罪
。

楚
日
、
我
蟹
夷
也
。
今
諸
侯
皆
為
叛
、
相
侵
或
相
殺
。
我
有

散
甲
。
欲
以
観
中
國
之
政
。
請
王
室
尊
吾
琥
。
随
人
為
之
周
、

請
尊
楚
。
王
室
不
聴
。
還
報
楚
。
三
十
七
年
、
楚
熊
通
怒
日
、

吾
先
親
熊
文
王
之
師
也
。
蚤
終
。
成
王
琴
我
先
公
、
乃
以
子

男
田
令
居
楚
。
聾
夷
皆
率
服
。
而
王
不
加
位
。
我
自
尊
耳
。

乃
自
立
為
武
王
、
奥
開
人
盟
而
去
。
於
是
始
開
膜
地
而
有
之
。

五
十
一
年
、
周
召
随
侯
敷
以
立
楚
為
王
。
楚
怒
、
以
随
背
己

伐
随
。
武
王
卒
師
中
而
兵
罷
゜

熊
延
は
熊
勇
を
生
む
。
熊
勇
六
年
に
し
て
周
人
乱
を
作
し
、

て
い

廣
王
を
攻
む
。
腐
王
は
従
に
出
奔
す
。
熊
勇
は
十
年
に
し
て

卒
し
、
弟
熊
厳
を
後
と
為
す
。
熊
厳
は
十
年
に
し
て
卒
す
。

し
ゅ
く
か
ん

子
四
人
有
り
。
長
子
は
伯
霜
、
中
子
は
仲
雪
、
次
子
は
叔
堪
、

少
子
は
季
拘
な
り
。
熊
厳
卒
し
、
長
子
伯
霜
代
り
て
立
つ
。

是
を
熊
霜
と
為
す
。
熊
霜
元
年
、
周
の
宣
王
初
め
て
立
つ
。

熊
霜
は
六
年
に
し
て
卒
す
。
三
弟
立
つ
を
争
う
。
仲
雪
は
死

し
、
叔
堪
は
亡
げ
て
難
を
液
に
避
く
。
而
し
て
少
弟
季
狗
立

つ
。
是
を
熊
拘
と
為
す
。
熊
狗
十
六
年
、
鄭
の
桓
公
は
初
め

て
鄭
に
封
ぜ
ら
る
。
二
十
二
年
に
し
て
熊
狗
卒
し
、
子
の
熊

等
立
つ
。
熊
跨
は
九
年
に
し
て
卒
し
、
子
の
熊
儀
立
つ
。
是

を
若
敷
と
為
す
。
若
敷
二
十
年
、
周
の
幽
王
は
犬
戎
の
試
す

る
所
と
為
る
。
周
は
東
に
徒
る
。
而
し
て
秦
の
襄
公
は
始
め

て
列
し
て
諸
侯
と
為
る
。
二
十
七
年
、
若
放
は
卒
し
、
子
の
熊
炊

し
ょ
う
ご
う

立
つ
。
是
を
香
赦
と
為
す
。
番
赦
は
六
年
に
し
て
卒
し
、
子
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ふ
ん
ぽ
く

の
熊
詢
立
つ
。
是
を
紛
冒
と
為
す
。
紛
冒
十
三
年
、
晋
始
め

て
乱
る
。
曲
沃
の
故
を
以
て
な
り
。
紛
冒
は
十
七
年
に
し
て

卒
す
。
紛
冒
の
弟
熊
通
は
、
紛
冒
の
子
を
試
し
て
代
り
て
立

つ
。
是
を
楚
の
武
王
と
為
す
。
（
中
略
）
三
十
五
年
、
楚
は
随

を
伐
つ
。
随
日
く
、
我
は
罪
無
し
と
。
楚
日
く
、
我
は
蛮
夷

な
り
。
今
諸
侯
は
皆
叛
く
を
為
し
、
相
侵
し
或
い
は
相
殺
す
。

我
は
倣
甲
有
り
。
以
て
中
国
の
政
を
観
ん
と
欲
す
。
王
室
に

請
い
て
吾
が
号
を
尊
く
せ
よ
と
。
随
人
は
為
に
周
に
之
き
、

楚
を
尊
く
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
王
室
は
聴
か
ず
。
還
り
て
楚

に
報
ず
。
三
十
七
年
、
楚
の
熊
通
怒
り
て
日
く
、
吾
が
先
の

搬
熊
は
文
王
の
師
な
り
。
蚤
く
終
わ
る
。
成
王
は
我
が
先
公

を
挙
げ
、
乃
ち
子
男
の
田
を
以
て
楚
に
居
ら
令
む
。
蛮
夷
は

皆
率
い
服
せ
り
。
而
る
に
王
は
位
を
加
え
ず
。
我
は
自
ら
尊

く
せ
ん
の
み
と
。
乃
ち
自
立
し
て
武
王
と
為
り
、
随
人
と
盟

い
て
去
る
。
是
に
於
い
て
始
め
て
膜
の
地
を
開
き
て
之
を
有

せ

つ
。
五
十
一
年
、
周
は
随
侯
を
召
し
て
数
む
る
に
楚
を
立
て

て
王
と
為
す
を
以
て
す
。
楚
は
怒
り
、
随
の
己
に
背
く
を
以

て
随
を
伐
つ
。
武
王
は
師
中
に
卒
し
て
兵
罷
む
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
熊
延
か
ら
後
の
楚
の
世
系
は
、
熊
勇
（
兄
）
ー
熊

厳
（
弟
）
ー
①
長
子
伯
霜
②
中
子
仲
雪
③
次
子
叔
堪
④
少
子
季
拘

ー
熊
霜
ー
熊
狗
ー
熊
弩
ー
熊
儀
（
若
敷
）
ー
熊
炊
（
番
敷
）
ー
熊

『
楚
居
』
に
よ
れ
ば
熊
延
か
ら
後
の
楚
の
世
系
は
、

熊
勇
ー
熊

胴
（
紛
冒
）
ー
熊
通
（
武
王
）
と
な
る
。
一
方
の
『
楚
居
』
は
、

熊
勇
か
ら
武
王
に
至
る
世
系
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

至
念
雨
（
勇
）
及
命
厳
‘
翁
相
（
霜
）
及
翁
霊
（
雪
）
及
翁

訓
（
拘
）
、
翁
弩
及
若
器
（
敷
）
翁
義
（
儀
）
、
皆
居
喬
多
。

若
器
（
赦
）
翁
】

(
6
)
義
（
儀
）
迎
（
徒
）
居
筈
（
部
）
。

至
焚
（
紛
）
冒
翁
闊
（
師
）
自
筈
（
都
）
遷
（
徒
）
居
焚
゜

至
宵
器
（
放
）
翁
鹿
自
焚
遷
（
徒
）
居
宵
。
至
武
王
翁
躾
（
通
）

自
宵
遠
（
徒
）
居
免
、
女
一
（
焉
）
釘
（
始
）
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
】

(
7
)
幅
。
衆
不
容
於
免
、
乃
渭
（
潰
）
橿
涅
之
波
（
跛
）

而
宇
人
、
女
一
（
焉
）
氏
（
抵
）
今
日
郡
。

配
町
と
配
耐
‘
配
平
韮
と
町
5
5
と
町
剛
‘
町
叡
と
i
句
記
．
町
犀

ゅ

う

ぎ

う

つ

に
至
る
ま
で
は
、
皆
喬
多
に
居
る
。
若
放
•
熊
儀
は
徒
り
て

じ

ゃ

く

ふ

ん

ぽ

く

ゆ

う

し

ふ

ん

し

ょ

う

都
に
居
る
。
紛
冒
•
熊
師
は
部
よ
り
徒
り
て
焚
に
居
る
。
宵

ご

う

ゆ

う

ろ

く

し

上

う

（
宵
）
敷
•
熊
鹿
に
至
り
て
焚
よ
り
徒
り
て
宵
に
居
る
。
武

王
熊
牒
（
通
）
に
至
り
て
宵
よ
り
徒
り
て
免
に
居
り
、
焉
ち

は
い

始
め
て
ロ
ロ
ロ
ロ
□
福
。
衆
は
免
に
容
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち

．
ま

き

ょ

う

え

し

っ

つ

み

や

ぶ

櫃
涅
の
跛
を
潰
り
て
人
を
宇
わ
さ
ば
、
焉
ち
今
に
抵
る
も
郡

と
日
う
。
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厳
ー
熊
霜
ー
熊
雪
ー
熊
拘
ー
熊
弩
ー
若
敷
•
熊
儀
ー
紛
冒
•
熊
師

ー
紺
敷
•
熊
鹿
ー
武
王
・
熊
通
と
な
る
。
両
者
の
間
で
相
違
し
て

い
る
の
は
、
楚
世
家
の
側
で
は
熊
厳
の
中
子
・
仲
雪
は
、
「
三
弟
立

つ
を
争
う
。
仲
雪
は
死
し
、
叔
堪
は
亡
げ
て
難
を
液
に
避
く
。
而

し
て
少
弟
季
拘
立
つ
」
と
、
後
継
争
い
の
中
で
死
亡
し
、
君
位
に

は
就
か
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
『
楚
居
』
の
側
で
は
君
位

に
就
い
た
よ
う
に
記
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

相
違
点
の
第
二
は
、
楚
世
家
で
は
雷
赦
↓
紛
冒
の
順
序
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
『
楚
居
』
の
側
で
は
逆
に
紛
冒
↓
香
赦
の
順
序
に
な

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
楚
居
』
の
記
述
か
ら
は
、
若
放
ー
都
、
紛

冒
ー
焚
、
宵
放
ー
宵
と
、
君
主
の
名
称
と
国
都
の
名
称
と
の
間
に

は
対
応
関
係
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
を
承
け
て
、
「
武
王
熊
躾
（
通
）

に
至
り
て
宵
よ
り
徒
り
て
免
に
居
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
点
か
ら
す

れ
ば
、
単
純
に
『
楚
居
』
の
側
の
誤
記
と
も
片
付
け
ら
れ
な
い
。

一
方
の
楚
世
家
も
、
「
二
十
七
年
、
若
敷
は
卒
し
、
子
の
熊
吹
立
つ
。

是
を
香
敷
と
為
す
。
8

宵
放
は
六
年
に
し
て
卒
し
、
子
の
熊
胞
立
つ
。

是
を
紛
冒
と
為
す
。
紛
冒
十
三
年
、
晋
始
め
て
乱
る
。
曲
沃
の
故

を
以
て
な
り
。
紛
冒
は
十
七
年
に
し
て
卒
す
。
紛
冒
の
弟
熊
通
は
、

紛
冒
の
子
を
試
し
て
代
り
て
立
つ
。
是
を
楚
の
武
王
と
為
す
」
と
、

若
敷
の
息
子
が
香
赦
で
あ
り
、
香
敷
の
息
子
が
紛
冒
で
あ
り
、
紛

冒
の
弟
が
武
王
で
あ
る
と
、
そ
の
血
縁
関
係
を
明
示
す
る
か
ら
、

や
は
り
単
純
な
誤
記
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

に
理
が
あ
る
以
上
、
両
者
の
い
ず
れ
が
正
し
い
順
序
を
伝
え
て
い

る
の
か
は
、
に
わ
か
に
判
断
で
き
な
い
。

ま
た
楚
世
家
の
側
は
、
姫
姓
の
随
を
仲
介
者
に
立
て
た
周
王
室

と
の
交
渉
が
不
調
に
終
わ
り
、
こ
の
事
態
に
怒
っ
た
熊
通
が
自
立

し
て
王
号
を
称
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
詳
述
す
る
が
、
『
楚
居
』
の

側
は
そ
の
経
緯
に
一
切
触
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
楚
居
』
が
も
っ
ぱ

ら
国
都
の
変
遷
を
記
す
「
居
」
で
あ
る
と
の
文
献
上
の
性
格
か
ら

く
る
当
然
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
『
楚
居
』
の
側
は
、

は

い

き

ょ

う

え

い

つ

つ

み

や

ぷ

す

ま

「
衆
は
免
に
容
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
彊
涅
の
隙
を
潰
り
て
人
を
宇
わ

さ
ば
、
焉
ち
今
に
抵
る
も
郡
と
日
う
」
と
、
楚
都
を
郡
と
称
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
武
王
の
代
に
始
ま
る
と
し
て
、
そ
の
由
来
を

解
説
す
る
。
後
述
す
る
が
、
楚
世
家
は
初
め
て
郡
に
都
を
置
い
た

の
は
文
王
熊
貨
だ
と
記
す
か
ら
〔
こ
の
点
に
関
し
て
も
両
者
の
間

に
は
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。

楚
世
家
は
文
王
か
ら
成
王
ま
で
の
世
系
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

子
文
王
熊
貨
立
。
始
都
郡
。
（
中
略
）
十
三
年
卒
。
子
熊
鱚
立
。

是
為
杜
赦
。
杜
敷
五
年
、
欲
殺
其
弟
熊
憚
。
憚
奔
随
、
輿
随

襲
試
杜
赦
代
立
。
是
為
成
王
。

ゆ

う

し

子
の
文
王
熊
貨
立
つ
。
始
め
て
郡
に
都
す
。
（
中
略
）
十
三
年

ゅ
う
か
ん

に
し
て
卒
す
。
子
の
熊
鱚
立
つ
。
是
を
杜
赦
と
為
す
。
杜
赦
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ゆ
う
う
ん

の
五
年
、
其
の
弟
熊
憚
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
憚
は
随
に
奔
り
、

随
と
与
に
襲
い
て
杜
赦
を
試
し
て
代
わ
り
て
立
つ
。
是
を
成

王
と
為
す
。

至
文
王
自
橿
涅
（
郡
）
遠
（
徒
）
居
淋
―
―
郡
ー
ー
（
和
郡
、
和

郡
）
遠
（
徒
）
居
蒻
ー
ー
（
奨
）
郡
ー
ー
（
奨
郡
、
奨
郡
）
遷
（
徒
）

居
為
―
―
郡
―
-
（
為
郡
、
為
郡
）
逗
（
復
）
】
（
8
）
遷
（
徒
）

居
免
郡
、
女
一
（
焉
）
改
名
之
日
幅
丘
。
至
塁
（
荘
）
器
（
放
）

自
幅
丘
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
筈
（
都
）
郡
。
至
成
王
自
筈
（
都
）

郡
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
淋
―
―
郡
―
-
（
和
郡
、
和
郡
）
遷
（
徒
）

ロ
ロ
ロ
ロ
】

(
9
)
居
嬰
（
瞑
）
郡
。

え
い

文
王
に
至
り
て
櫃
郡
よ
り
徒
り
て
淋
（
和
）
郡
に
居
り
、
淋

（
和
）
郡
よ
り
徒
り
て
奨
郡
に
居
り
、
奨
郡
よ
り
徒
り
て
為
郡

に
居
り
、
為
郡
よ
り
復
た
徒
り
て
免
郡
に
居
り
、
焉
ち
之
を

こ
う

改
名
し
て
福
丘
と
日
う
。
荘
（
杜
）
敷
に
至
り
て
福
丘
よ
り

徒
り
て
都
郡
に
襲
る
。
成
王
に
至
り
て
都
郡
よ
り
徒
り
て
淋

（
和
）
郡
に
襲
り
、
淋
（
和
）
郡
よ
り
徒
り
て
ロ
ロ
ロ
□
瞑
郡

に
居
る
。

こ
の
時
期
の
国
都
の
変
遷
を
『
楚
居
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

上
述
し
た
よ
う
に
楚
世
家
の
側
は
、
「
子
の
文
王
熊
貨
立
つ
。
始
め

て
郡
に
都
す
」
と
、
郡
に
初
め
て
都
を
置
い
た
の
は
文
王
だ
と
記

し
、
武
王
の
代
だ
と
す
る
『
楚
居
』
と
の
間
に
食
い
違
い
を
見
せ

て
い
る
。
た
だ
し
文
王
ー
杜
敷
ー
成
王
と
の
世
系
に
関
し
て
は
、

両
者
の
記
述
は
一
致
す
る
。

そ
れ
で
は
続
い
て
穆
王
か
ら
平
王
ま
で
の
時
期
を
見
て
み
よ
う
。

楚
世
家
は
こ
の
時
期
の
世
系
を
以
下
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

冬
十
月
、
商
臣
以
宮
衛
兵
園
成
王
。
成
王
請
食
熊
踏
而
死
不

聴
。
丁
未
成
王
自
絞
殺
。
商
臣
代
立
。
是
為
穆
王
。
（
中
略
）

十
二
年
卒
、
子
荘
王
侶
立
。
（
中
略
）
九
年
、
相
若
敷
氏
。
人

或
證
之
王
。
恐
誅
反
攻
王
。
王
撃
滅
若
敷
氏
之
族
。
（
中
略
）

二
十
三
年
荘
王
卒
、
子
共
王
審
立
。
（
中
略
）
三
十
一
年
共
王

卒
、
子
康
王
招
立
。
康
王
立
十
五
年
卒
、
子
員
立
。
是
為
郊

赦
。
（
中
略
）
園
入
問
王
疾
、
絞
而
試
之
。
（
中
略
）
而
園
立
。

是
為
霊
王
。
（
中
略
）
七
年
、
就
章
華
齋
。
下
令
内
亡
人
賞
之
。

（
中
略
）
十
二
年
春
、
楚
霊
王
栗
乾
締
、
不
能
去
也
。
國
人

苦
役
。
（
中
略
）
途
入
殺
霊
王
太
子
詭
、
立
子
比
為
王
。
（
中

略
）
霊
王
於
是
獨
傍
偲
山
中
。
野
人
莫
敢
入
王
。
（
中
略
）
夏

五
月
癸
丑
、
王
死
申
亥
家
。
（
中
略
）
是
時
、
楚
國
雖
巳
立
比

為
王
、
畏
霞
王
復
束
、
又
不
聞
雹
王
死
。
故
観
従
謂
初
王
比

日
、
不
殺
奔
疾
、
雖
得
國
猶
受
禍
。
王
日
、
余
不
忍
。
（
中
略
）
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冬
十
月
、
商
臣
は
宮
衛
の
兵
を
以
て
成
王
を
囲
む
。
成
王
は

熊
踊
を
食
い
て
死
せ
ん
こ
と
を
請
う
も
聴
か
ず
。
丁
未
に
成

王
は
自
ら
絞
殺
す
。
商
臣
代
わ
り
て
立
つ
。
是
を
穆
王
と
為

す
。
（
中
略
）
十
二
年
に
し
て
卒
し
、
子
の
荘
王
侶
立
つ
。
（
中

略
）
九
年
、
若
敷
氏
を
相
と
す
。
人
或
い
は
之
を
王
に
證
す
。

誅
を
恐
れ
て
反
っ
て
王
を
攻
む
。
王
は
撃
ち
て
若
敷
氏
の
族

を
滅
ぼ
す
。
（
中
略
）
二
十
三
年
に
し
て
荘
王
卒
し
、
子
の
共

王
審
立
つ
。
（
中
略
）
三
十
一
年
に
し
て
共
王
卒
し
、
子
の
康

王
招
立
つ
。
康
王
立
ち
て
十
五
年
に
し
て
卒
し
、
子
の
員
立

つ
。
是
を
郊
敷
と
為
す
。
（
中
略
）
園
は
入
り
て
王
の
疾
を
問

く
び

い
、
絞
り
て
之
を
試
す
。
（
中
略
）
而
し
て
園
立
つ
。
是
を
霊

っ
く

王
と
為
す
。
（
中
略
）
七
年
、
章
華
台
を
就
る
。
令
を
下
し
亡

人
を
内
れ
て
之
を
実
た
す
。
（
中
略
）
十
二
年
春
、
楚
の
霊
王

は
乾
硲
を
楽
し
み
て
、
去
る
こ
と
能
わ
ず
。
国
人
は
役
に
苦

し
む
。
（
中
略
）
遂
に
入
り
て
霊
王
の
太
子
禄
を
殺
し
、
子
比

を
立
て
て
王
と
為
す
。
（
中
略
）
霊
王
は
是
に
於
い
て
独
り
山

中
を
傍
但
す
。
野
人
は
敢
え
て
王
を
入
る
る
も
の
莫
し
。
（
中

略
）
夏
五
月
癸
丑
、
王
は
申
亥
の
家
に
死
す
。
（
中
略
）
是
の

時
、
楚
国
は
巳
に
比
を
立
て
て
王
と
為
す
と
雖
も
、
霊
王
の

初
王
及
子
哲
途
自
殺
。
丙
辰
奔
疾
即
位
為
王
。
改
名
熊
居
。

是
為
平
王
。

ょ

穆
王
に
至
り
て
際
郡
よ
り
徒
り
て
為
郡
に
襲
る
。
荘
王
に
至

復
た
来
た
ら
ん
こ
と
を
畏
れ
、
又
た
霊
王
の
死
す
る
を
聞
か

ず
。
観
従
は
初
王
比
に
謂
い
て
日
く
、
奔
疾
を
殺
さ
ざ
れ
ば
、

国
を
得
る
と
雖
も
猶
お
禍
を
受
け
ん
と
。
王
日
く
、
余
は
忍

し
せ
き

び
ず
と
。
（
中
略
）
初
王
及
び
子
哲
は
遂
に
自
殺
す
。
丙
辰
に

奔
疾
は
位
に
即
き
て
王
と
為
る
。
名
を
熊
居
と
改
む
。
是
を

平
王
と
為
す
。

こ
こ
に
は
、
穆
王
ー
荘
王
ー
共
王
ー
康
王
ー
郊
敷
ー
霊
王
ー
初
王

比
ー
平
王
と
続
く
楚
の
世
系
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
楚

居
』
は
、
こ
の
時
期
の
世
系
を
次
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

至
穆
王
自
嬰
（
際
）
郡
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
為
郡
。
至
賊
（
旺
）

王
遷
（
徒
）
哀
（
襲
）
轄
―
―
郡
＿
＿
（
奨
郡
、
奨
郡
）
遷
（
徒
）

居
同
宮
之
北
。
若
器
（
赦
）
起
（
起
）
禍
、
女
一
（
焉
）
遷
（
徒
）

居
承
＿
＿
（
蒸
）
之
―
―
野
＿
＿
（
蒸
之
野
、
蒸
之
野
）
ロ
ロ
ロ
、

口】

(10)
褻
（
襲
）
為
郡
。
至
罪
（
共
）
王
、
康
王
、
翌
―
―

（
嗣
子
）
王
皆
居
為
郡
。
至
霜
（
霊
）
王
自
為
郡
遷
（
徒
）

居
秦
（
乾
）
渓
之
上
、
以
為
尻
（
鹿
）
於
章
[
華
之
睾

r】

(11)

競
（
景
）
坪
（
平
）
王
印
立
（
位
）
、
猷
（
猶
）
居
秦

（
乾
）
淡
之
上
。
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り
て
徒
り
て
奨
郡
に
襲
り
、
奨
郡
よ
り
徒
り
て
同
宮
の
北
に

居
る
。
若
赦
は
禍
を
起
こ
さ
ば
、
焉
ち
徒
り
て
蒸
の
野
に
居

ょ

る
。
蒸
の
野
口
□
口
、
口
為
郡
に
襲
る
。
共
王
・
康
王
・
嗣

子
の
王
に
至
る
ま
で
は
、
皆
為
郡
に
居
る
。
霊
王
に
至
り
て

か
ん
け
い

為
郡
よ
り
徒
り
て
乾
渓
の
上
に
居
り
、
以
て
章
華
の
台
に
処

る
と
為
す
。
景
平
王
即
位
す
る
も
、
猶
お
乾
渓
の
上
に
居
る
。

『
楚
居
』
に
よ
れ
ば
こ
の
時
期
の
楚
の
世
系
は
、
穆
王
ー
荘
王
I

共
王
ー
康
王
ー
嗣
子
王
ー
霊
王
ー
景
平
王
と
な
る
。
両
者
が
記
す

世
系
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
主
要
な
違
い
と
し
て
は
、
康
王
の
息

子
・
熊
員
を
楚
世
家
は
郊
敷
と
表
記
す
る
の
に
対
し
て
、
『
楚
居
』

の
側
は
嗣
子
王
と
表
記
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
楚
世
家
は

共
王
の
息
子
で
康
王
の
弟
で
あ
る
子
比
が
霊
王
に
代
わ
る
新
王
と

し
て
即
位
し
た
と
記
す
が
、
『
楚
居
』
の
側
は
そ
れ
を
公
式
の
即
位

と
は
認
め
て
い
な
い
よ
う
で
、
初
王
比
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ

な
い
。そ

れ
で
は
続
い
て
昭
王
か
ら
悼
王
ま
で
の
時
期
を
見
て
み
よ
う
。

楚
世
家
は
こ
の
時
期
の
世
系
を
以
下
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

十
三
年
平
王
卒
。
将
軍
子
常
日
、
太
子
珍
少
。
且
其
母
乃
前

太
子
建
所
嘗
要
也
。
欲
立
令
手
子
西
。
子
西
平
王
之
庶
弟
也
。

有
義
。
子
西
日
、
國
有
常
法
。
更
立
則
乱
。
言
之
則
致
誅
。

乃
立
太
子
珍
。
是
為
昭
王
。
（
中
略
）
庚
寅
昭
王
卒
於
軍
中
。

（
中
略
）
乃
輿
子
西
・
子
碁
謀
、
伏
師
閉
塗
迎
越
女
之
子
章

立
之
。
是
為
恵
王
。
然
後
罷
兵
蹄
、
葬
昭
王
。
（
中
略
）
白
公

自
立
為
王
。
月
餘
會
葉
公
束
救
楚
。
楚
恵
王
之
徒
、
輿
共
攻

白
公
殺
之
。
恵
王
乃
復
位
。
（
中
略
）
五
十
七
年
恵
王
卒
、
子

簡
王
中
立
。
（
中
略
）
二
十
四
年
簡
王
卒
、
子
啓
王
嘗
立
。
啓

王
六
年
、
盗
殺
啓
王
。
子
悼
王
熊
疑
立
。
（
中
略
）
二
十
一
年

悼
王
卒
、
子
粛
王
威
立
。

十
三
年
に
し
て
平
王
卒
す
。
将
軍
子
常
日
く
、
太
子
珍
は
少

し
。
且
つ
其
の
母
は
乃
ち
前
の
太
子
建
が
当
に
要
る
べ
き
所

し
せ
い

な
り
と
。
令
男
の
子
西
を
立
て
ん
と
欲
す
。
子
西
は
平
王
の

庶
弟
な
り
。
義
有
り
。
子
西
日
く
、
国
に
常
法
有
り
。
更
め

立
つ
れ
ば
則
ち
乱
る
。
之
を
言
わ
ば
則
ち
誅
を
致
さ
ん
と
。

乃
ち
太
子
珍
を
立
つ
。
是
を
昭
王
と
為
す
。
（
中
略
）
庚
寅
に

昭
王
は
軍
中
に
卒
す
。
（
中
略
）
乃
ち
子
西
・
子
基
と
謀
り
、

師
を
伏
せ
塗
を
閉
じ
、
越
女
の
子
・
章
を
迎
え
て
之
を
立
つ
。

是
を
恵
王
と
為
す
。
然
る
後
に
兵
を
罷
め
て
帰
り
、
昭
王
を

葬
る
。
（
中
略
）
白
公
は
自
立
し
て
王
と
為
る
。
月
余
に
し
て

葉
公
の
来
り
て
楚
を
救
う
に
会
う
。
楚
の
恵
王
の
徒
は
、
与

に
共
に
白
公
を
攻
め
て
之
を
殺
す
。
恵
王
は
乃
ち
位
に
復
す
。
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（
中
略
）
五
十
七
年
に
し
て
恵
王
卒
し
、
子
の
簡
王
中
立
つ
。

（
中
略
）
二
十
四
年
に
し
て
簡
王
卒
し
、
子
の
声
王
嘗
立
つ
。

声
王
六
年
、
盗
声
王
を
殺
す
。
子
の
悼
王
熊
疑
立
つ
。
（
中
略
）

ぞ
う

二
十
一
年
に
し
て
悼
王
卒
し
、
子
の
粛
王
威
立
つ
。

こ
こ
に
は
昭
王
ー
恵
王
ー
簡
王
ー
声
王
ー
悼
王
と
続
く
楚
の
世
系

が
示
さ
れ
る
。
恵
王
の
代
に
平
王
の
太
子
建
の
息
子
で
あ
る
白
公

勝
が
反
乱
を
起
こ
し
、
「
白
公
は
自
立
し
て
王
と
為
る
」
事
件
が
発

生
し
て
い
る
が
、
恵
王
が
在
世
中
に
勃
発
し
た
一
時
的
現
象
な
の

で
、
楚
王
の
系
譜
か
ら
は
除
外
し
て
置
く
。
こ
の
時
期
の
楚
の
世

系
を
『
楚
居
』
は
次
の
よ
う
に
記
録
す
る
。

至
部
（
昭
）
王
自
秦
（
乾
）
汲
之
上
迎
（
徒
）
居
妍
＝
（
撤
）

郡
―
―
（
美
郡
、
美
郡
）
遷
（
徒
）
居
鶉
―
―
郡
＝
（
鶉
郡
、
鶉

郡
）
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
為
郡
。
盟
（
閾
）
隈
（
麿
）
内
（
入
）

郡
、
女
一
（
焉
）
返
（
復
）
】
（

12
）
遠
（
徒
）
居
秦
＝
（
乾
）

汲
―
―
五
上

l
-

（
乾
淡
之
上
、
乾
淡
之
上
）
退
（
復
）
遠
（
徒
）

哀
（
襲
）
妍
（
徽
•
美
）
郡
。
至
猷
恵
王
自
娩
（
徽
•
美
）

郡
遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
為
郡
。
白
公
起
（
起
）
禍
、
女
一
（
焉
）

遷
（
徒
）
褻
（
襲
）
淋
（
和
）
郡
、
改
為
之
、
女
一
（
焉
）
日

肥】

(13)
逍
、
以
為
尻
（
虚
）
於
酉
―
―
渦
＿
＿
（
蔀
溝
、
蔀
溝
）

遠
（
徒
）
居
郎

-
I

郡
＝
（
那
郡
、
那
郡
）
遷
（
徒
）
居
那
呼
。

王
大
（
太
）
子
以
邦
邁
（
復
）
於
淋
（
和
）
郡
、
王
自
那
呼

遠
（
徒
）
邸
（
察
）
、
王
大
（
太
）
子
自
淋
（
和
）
郡
】
(
1
4
)

遷
（
徒
）
居
彊
郡
。
王
自
祁
（
察
）
逗
（
復
）
都
（
郡
）
。

束
大
王
自
櫃
郡
還
（
徒
）
居
藍
―
―
郡
＝
（
藍
郡
、
藍
郡
）
遷

（
徒
）
居
祁
―
―
郡

I
-

（
那
郡
、
祁
郡
）
返
（
復
）
於
郡
（
祁
）
、

王
大
（
太
）
子
以
邦
居
郁
（
那
）
郡
、
以
為
尻
（
虚
）
於
】

(
1
5
)
毅
郡
。
至
恕
（
悼
）
折
（
哲
）
王
猷
（
猶
）
居
祁
（
那
）

郡
。
｛
中
（
中
）
酪
（
謝
）
氾
（
起
）
禍
、
女
一
（
焉
）
遷
（
徒
）

衰
（
襲
）
肥
遺
。
邦
大
病
（
宵
）
、
女
一
（
焉
）
遷
（
徒
）
居
郡

郡。】

(16)

び

え

い

昭
王
に
至
り
て
乾
渓
の
上
よ
り
徒
り
て
撤
（
美
）
郡
に
居
り
、

が
く
え
い

撤
（
美
）
郡
よ
り
徒
り
て
鶉
郡
に
居
り
、
鶉
郡
よ
り
徒
り
て

こ
う
ろ

為
郡
に
襲
る
。
閾
麿
郡
に
入
ら
ば
、
焉
ち
復
た
徒
り
て
乾
渓

の
上
に
居
る
。
乾
渓
の
上
よ
り
復
た
徒
り
て
撤
（
美
）
郡
に
襲

る
。
献
恵
王
に
至
り
て
徽
（
美
）
郡
よ
り
徒
り
て
為
郡
に
襲

る
。
白
公
は
禍
を
起
こ
さ
ば
、
焉
ち
徒
り
て
淋
（
和
）
郡
に

っ

く

ひ

い

襲
り
、
改
め
て
之
を
為
り
て
、
焉
ち
肥
遺
と
日
い
、
以
て
酉

（
蔀
）
溝
に
処
る
と
為
し
、
酉
（
蔀
）
溝
よ
り
徒
り
て
那
郡
に

し

う

居
り
、
那
郡
よ
り
徒
り
て
那
呼
に
居
る
。
王
太
子
は
邦
を
以

て
淋
（
和
）
郡
に
復
し
、
王
は
那
呼
よ
り
察
に
徒
り
、
王
太

子
は
淋
（
和
）
郡
よ
り
徒
り
て
腫
郡
に
居
る
。
王
は
察
よ
り
郷
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ら
ん
え
い

に
復
る
。
束
大
王
は
腫
郡
よ
り
徒
り
て
藍
郡
に
居
り
、
藍
郡

ほ
う
え
い

よ
り
徒
り
て
郎
郡
に
居
り
、
祁
郡
よ
り
邸
に
復
る
。
王
太
子

は
邦
を
以
て
那
郡
に
居
り
、
以
て
骰
郡
に
居
る
と
為
す
。
悼

哲
王
に
至
る
も
猶
お
郡
に
居
る
。
中
謝
は
禍
を
起
こ
さ
ば
、

焉
ち
徒
り
て
肥
遺
に
襲
る
。
邦
は
大
い
に
痔
せ
て
、
焉
ち
徒

じ
ん
え
い

り
て
郡
郡
に
居
る
。

『
楚
居
』
に
よ
れ
ば
こ
の
時
期
の
世
系
は
、
昭
王
ー
献
恵
王
ー
束

大
王
ー
王
太
子
（
声
王
）
ー
悼
哲
王
と
な
る
。
や
は
り
『
楚
居
』

も
白
公
勝
を
正
式
の
楚
王
と
は
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
声
王
に
つ

い
て
は
、
王
太
子
と
表
記
す
る
の
み
で
、
楚
世
家
の
よ
う
に
謡
号

を
記
さ
な
い
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
『
楚
居
』
は
恵
王
の
代
に
関

し
て
も
、
恵
王
と
王
太
子
（
後
の
簡
王
）
が
居
所
を
別
に
し
て
行

動
し
、
王
太
子
の
側
が
政
府
の
行
政
組
織
を
引
率
し
て
い
た
と
記

す
が
、
こ
れ
は
白
公
の
乱
に
際
し
、
「
白
公
勝
は
怒
る
。
乃
ち
遂
に

勇
力
の
死
士
•
石
乞
等
と
与
に
、
襲
い
て
令
手
子
西
·
子
基
を
朝

に
殺
す
。
因
り
て
恵
王
を
劫
か
し
、
之
を
高
府
に
置
き
、
之
を
試

せ
ん
と
欲
す
。
恵
王
の
従
者
・
屈
固
は
王
を
負
い
、
亡
げ
て
昭
王

の
夫
人
の
宮
に
走
る
」
と
、
恵
王
が
国
都
を
脱
出
し
て
辛
く
も
難

を
逃
れ
て
い
た
状
況
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
『
楚
居
』
と
『
史
記
』
楚
世
家
を
比
較
し
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
若
干
の
食
い
違
い
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者

が
記
す
世
系
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
点

は
、
司
馬
遷
が
か
な
り
信
憑
性
の
高
い
史
料
を
用
い
て
楚
世
家
を

記
述
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
ろ
う
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、

両
者
の
間
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
食
い
違
い
が
存
在
す
る
の
も
ま

た
事
実
な
の
で
あ
っ
て
、
『
楚
居
』
が
楚
人
自
ら
が
楚
の
履
歴
を
語

っ
た
文
献
で
あ
る
点
を
重
視
す
れ
ば
、
な
ぜ
こ
う
し
た
相
違
が
生

じ
た
の
か
を
究
明
す
る
作
業
が
今
後
必
要
と
な
ろ
う
。

続
い
て
『
楚
居
』
の
発
見
が
も
た
ら
す
新
た
な
知
見
を
い
く
つ

か
選
ん
で
、
簡
単
な
紹
介
を
試
み
る
が
、
そ
の
前
に
『
楚
居
』
の

お
よ
そ
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
『
楚
居
』
が
記
す

楚
の
世
系
は
悼
王
（
在
位
~
前
四
〇
一
年
1

前
三
八
一
年
）
ま
で

で
終
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
楚
居
』
は
、
次
の
粛
王
（
在

位
~
前
三
八
0
年
S

前
三
七

0
年
）
の
時
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た

と
推
定
で
き
る
。
清
華
簡
の
年
代
に
関
し
て
は
、
北
京
大
学
・
加

速
器
質
譜
実
験
室
及
び
第
四
紀
年
代
測
定
実
験
室
が
炭
素
十
四
に

よ
る
年
代
測
定
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
「
紀
元
前
三

0
五
年

土
三

0
年
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
測
定
値
は
竹
簡
を
試
料
と
し
て
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
楚
居
』
の
書
写
年
代
も
、

前
記
測
定
値
の
中
心
値
で
あ
る
前
三

0
五
年
前
後
と
な
る
。
一
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B
 

A 
『
楚
居
』
の
原
本
が
粛
王
在
位
中
の
前
三
七
五
年
頃
に
作
ら
れ
た

と
仮
定
す
れ
ば
、
原
本
『
楚
居
』
の
成
立
か
ら
清
華
簡
『
楚
居
』

が
書
写
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
は
、
約
七
十
年
前
後
と
な
る
。

も
し
原
本
『
楚
居
』
の
制
作
時
期
が
粛
王
の
代
で
は
な
く
、
次

の
宣
王
（
在
位
~
前
三
六
九
年
S

前
三
四

0
年
）
の
時
代
ま
で
降

る
と
す
れ
ば
、
原
本
の
成
立
か
ら
清
華
簡
『
楚
居
』
の
書
写
年
代

ま
で
の
期
間
は
、
よ
り
短
く
四
十
年
か
ら
五
十
年
ほ
ど
と
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
『
楚
居
』
の
制
作
年
代
は
、
戦
国
前
期
（
前
四
〇

三
年

S
前
三
四
三
年
）
の
幅
に
収
ま
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

『
楚
居
』
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
知
見
の
第
一
は
、
楚
と
殷
と

の
間
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
記
す
点
で
、
こ
れ
は
伝
世
文
献
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
記
述
で
あ
る
。
楚
世
家
は
楚
と
周
の
密
接
な

関
係
を
度
々
叙
述
す
る
。

周
の
文
王
の
時
、
季
連
の
苗
裔
を
辮
熊
と
日
う
。
辮
熊
の
子

は
文
王
に
事
う
。
蚤
く
卒
す
。
其
の
子
を
熊
麗
と
日
う
。
熊

麗
は
熊
狂
を
生
む
。
熊
狂
は
熊
繹
を
生
む
。
熊
繹
は
周
の
成

王
の
時
に
当
た
る
。
文
武
の
勤
労
の
後
嗣
を
挙
げ
、
而
し
て

熊
繹
を
楚
蛮
に
封
じ
、
封
ず
る
に
子
男
の
田
を
以
て
す
。

周
の
夷
王
の
時
に
当
た
り
、
王
室
は
微
に
し
て
、
諸
侯
或
い

は
朝
せ
ず
し
て
相
伐
つ
。
熊
渠
は
甚
だ
江
漢
の
間
の
民
の
和

c
 を

得
る
。
乃
ち
兵
を
興
し
て
庸
と
楊
塔
を
伐
ち
、
郡
に
至
る
。

熊
渠
日
く
、
我
は
蛮
夷
な
り
。
中
国
の
号
謡
に
与
ら
ず
と
。

乃
ち
其
の
長
子
康
を
立
て
て
句
宣
王
と
為
し
、
中
子
紅
を
郡

王
と
為
し
、
少
子
執
疵
を
越
章
王
と
為
す
。
皆
江
上
の
楚
蛮

の
地
に
在
り
。
周
の
腐
王
の
時
に
及
び
て
暴
虐
な
り
。
熊
渠

は
其
の
楚
を
伐
た
ん
こ
と
を
畏
れ
、
亦
た
其
の
王
を
去
る
。

三
十
五
年
、
楚
は
随
を
伐
つ
。
随
日
く
、
我
は
罪
無
し
と
。

楚
日
く
、
我
は
蛮
夷
な
り
。
今
諸
侯
は
皆
叛
く
を
為
し
、
相

侵
し
或
い
は
相
殺
す
。
我
は
倣
甲
有
り
。
以
て
中
国
の
政
を

観
ん
と
欲
す
。
王
室
に
請
い
て
吾
が
号
を
尊
く
せ
よ
と
。
随

人
は
為
に
周
に
之
き
、
楚
を
尊
く
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
王
室

は
聴
か
ず
。
還
り
て
楚
に
報
ず
。
三
十
七
年
、
楚
の
熊
通
怒

り
て
日
く
、
吾
が
先
の
親
熊
は
文
王
の
師
な
り
。
蚤
く
終
わ

る
。
成
王
は
我
が
先
公
を
挙
げ
、
乃
ち
子
男
の
田
を
以
て
楚

に
居
ら
令
む
。
蛮
夷
は
皆
率
い
服
せ
り
。
而
る
に
王
は
位
を

加
え
ず
。
我
は
自
ら
尊
く
せ
ん
の
み
と
。
乃
ち
自
立
し
て
武

王
と
為
り
、
随
人
と
盟
い
て
去
る
。
是
に
於
い
て
始
め
て
裸

の
地
を
開
き
て
之
を
有
つ
。
五
十
一
年
、
周
は
随
侯
を
召
し

せ

て
数
む
る
に
楚
を
立
て
て
王
と
為
す
を
以
て
す
。
楚
は
怒
り
、

随
の
己
に
背
く
を
以
て
随
を
伐
つ
。
武
王
は
師
中
に
卒
し
て

兵
罷
む
。
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C
で
熊
通
は
周
の
統
制
力
の
衰
退
を
指
摘
し
、
中
国
世
界
に
武

力
介
入
し
て
秩
序
を
回
復
せ
ん
と
の
意
志
を
示
し
た
上
、
楚
の
称

号
を
格
上
げ
す
る
よ
う
要
求
す
る
。
A
は
楚
は
子
爵
・
男
爵
相
当

の
格
付
け
で
封
建
さ
れ
た
と
記
し
、
熊
通
も
そ
う
し
た
過
去
に
言

及
す
る
か
ら
、
恐
ら
く
熊
通
は
公
爵
も
し
く
は
侯
爵
の
ラ
ン
ク
へ

の
格
上
げ
を
要
求
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
周
の
桓
王
は
そ

の
要
求
を
あ
っ
さ
り
拒
絶
す
る
。
そ
こ
で
熊
通
は
激
怒
し
、
前
七

0
六
年
に
自
立
し
て
王
号
を
称
す
る
に
至
る
。
こ
の
時
点
で
楚
は

周
の
封
建
体
制
か
ら
完
全
に
離
脱
し
、

B
で
は
頓
挫
し
た
称
王
を

つ
い
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
君
主
の
称
号
を
基
準
に

す
れ
ば
、
楚
王
と
周
王
は
全
く
同
等
•
同
格
と
な
っ
た
。
も
と
よ

り
周
は
、
初
め
て
天
下
に
二
王
が
並
び
立
つ
事
態
に
な
っ
た
こ
と

に
強
い
不
快
感
を
示
し
、
仲
介
に
立
っ
た
随
に
対
し
、
「
周
は
随
侯

せ

を
召
し
て
数
む
る
に
楚
を
立
て
て
王
と
為
す
を
以
て
す
」
と
、
そ

の
責
任
を
糾
弾
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
楚
は
、
周
へ
の
対
抗
心
か
ら
、
周
の
前
に
天
下
を

統
治
し
て
い
た
殷
と
自
己
を
繋
ぐ
系
譜
を
創
作
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
季
連
が
殷
王
・
盤
庚
の
子
の
娘
・
批
佳
を
妻
に
迎
え
、
経
伯

と
遠
仲
の
兄
弟
を
生
ん
だ
と
す
る
『
楚
居
』
の
記
述
は
、
そ
う
し

た
意
図
で
作
ら
れ
た
伝
承
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
楚
の
昭
王
が
大
兵

を
引
き
連
れ
て
周
の
国
境
で
観
閲
式
を
行
い
、
周
の
定
王
の
使
者

に
鼎
の
軽
重
を
問
う
た
の
も
、
楚
と
周
は
同
格
・
対
等
で
あ
る
と

の
意
識
の
発
露
に
他
な
ら
な
い
。
今
回
の
『
楚
居
』
の
発
見
に
よ

っ
て
、
楚
人
が
自
分
た
ち
は
殷
の
血
統
を
継
承
す
る
者
で
あ
る
と

の
伝
承
を
、
彼
等
の
精
神
的
支
柱
に
し
て
い
た
状
況
が
初
め
て
判

明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

楚
の
称
王
は
、
そ
の
後
の
中
国
世
界
に
深
刻
な
歪
み
を
も
た
ら

す
事
態
を
招
い
た
。
中
国
の
諸
国
家
は
、
自
ら
を
周
王
か
ら
封
建

さ
れ
た
諸
侯
と
規
定
し
続
け
る
一
方
で
、
周
か
ら
自
立
し
て
王
号

を
称
す
る
楚
に
も
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
楚
の
軍
事
力
は
強
大
さ
を
増
し
、
楚
王
は
し
ば
し
ば
軍
を
北

上
さ
せ
て
中
原
諸
国
と
戦
っ
た
り
、
同
盟
を
結
ん
だ
り
し
た
。
こ

う
な
る
と
、
楚
の
称
王
を
自
分
た
ち
と
は
無
縁
の
世
界
で
の
出
来

事
だ
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
実
に
王
号
を
名
乗
る

楚
と
交
渉
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

観
念
的
建
前
と
し
て
は
、
周
王
の
み
が
唯
一
の
王
で
あ
る
べ
き
な

の
だ
が
、
眼
前
に
は
王
号
を
称
す
る
楚
が
実
在
し
、
そ
の
称
王
を

容
認
し
た
上
で
外
交
交
渉
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

す
な
わ
ち
中
国
世
界
の
人
々
は
、
「
攻
戦
を
飾
る
者
の
言
に
日
く
、

南
は
則
ち
荊
呉
の
王
、
北
は
則
ち
斉
晋
の
君
、
始
め
て
天
下
に
封

ぜ
ら
る
る
の
時
、
其
の
土
地
の
方
は
、
未
だ
数
百
里
有
る
に
至
ら

ず
、
人
徒
の
衆
き
こ
と
は
、
未
だ
数
十
万
人
有
る
に
至
ら
ざ
る
な

り
」
（
『
墨
子
』
非
攻
中
篇
）
と
、
一
方
で
は
楚
や
呉
も
斉
や
晋
と

同
じ
く
周
か
ら
封
建
さ
れ
た
国
家
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、
他
方
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で
は
楚
や
呉
の
君
主
を
王
と
呼
ぶ
事
態
、
王
号
を
名
乗
る
諸
侯
と

い
っ
た
前
代
未
聞
の
存
在
に
直
面
す
る
事
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
で
あ
る
（
注
17)°

『
春
秋
左
氏
伝
』
も
、
「
息
侯
は
之
を
聞
き
て
怒

る
。
楚
の
文
王
に
謂
わ
し
め
て
日
く
、
我
を
伐
て
。
吾
は
救
い
を

察
に
求
め
ん
。
而
し
て
之
を
伐
た
ん
と
。
楚
子
は
之
に
従
う
」
（
荘

公
十
年
）
と
、
楚
を
「
楚
子
」
と
表
記
し
て
あ
く
ま
で
も
子
爵
の

国
と
し
て
扱
お
う
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
楚
の
君
主
を
「
文
王
」

と
表
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
矛
盾
に
は
ま
り
込
ん
で
い
る
。
「
孔

子
春
秋
を
成
り
て
乱
臣
・
賊
子
は
憚
る
。
詩
に
云
く
、
戎
秋
是
れ
府

と
ど

ち
、
削
舒
是
れ
懲
ら
す
。
則
ち
我
を
敢
え
て
承
む
る
も
の
莫
し
」

（
『
孟
子
』
膝
文
公
下
篇
）
と
、
蛮
夷
に
対
す
る
激
し
い
敵
條
心
を

表
明
す
る
孟
子
の
言
説
に
も
、
こ
の
歪
み
へ
の
強
い
嫌
悪
感
が
露

呈
し
て
い
る
。

前
七

0
六
年
に
楚
が
称
王
し
た
後
、
前
五
八
五
年
に
呉
の
壽
夢

が
、
前
四
九
七
年
に
越
の
勾
践
が
楚
に
倣
っ
て
王
号
を
称
し
た
た

め
、
中
国
世
界
の
歪
み
は
ま
す
ま
す
増
大
し
た
。
中
原
諸
国
は
、

自
ら
を
周
の
封
建
体
制
中
に
位
置
づ
け
る
意
識
に
強
く
拘
束
さ
れ

続
け
た
た
め
、
「
我
は
蛮
夷
な
り
。
中
国
の
号
詮
に
与
ら
ず
」
（
楚

世
家
）
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
ず
、
な
か
な
か
称
王
に
踏
み
切
れ

な
か
っ
た
の
だ
が
、
よ
う
や
く
戦
国
中
期
に
至
っ
て
魏
の
恵
王
や

斉
の
威
王
が
称
王
を
決
行
し
、
最
終
的
に
は
七
雄
と
宋
•
中
山
ま

で
が
相
次
い
で
王
号
を
称
す
る
事
態
が
出
現
す
る
（
注
ls)°

こ
れ
も

春
秋
時
代
の
長
江
流
域
に
お
け
る
楚
•
呉
・
越
の
称
王
が
前
例
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
最
初
に
称
王
を
断
行
し
た
楚

が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
そ
の
意
味
で
、
楚
の

始
祖
と
殷
王
・
盤
庚
と
の
姻
戚
関
係
を
語
る
『
楚
居
』
の
記
述
は
、

従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
形
で
の
楚
人
の
自
立
意
識
を
示
す
資

料
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

新
た
な
知
見
の
第
二
は
、
「
楚
人
」
な
る
名
称
の
由
来
が
、
楚
人

自
身
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
楚
居
』
は
楚
人
な
る

名
称
の
由
来
を
、
「
麗
は
従
い
行
か
ず
し
て
、
潰
り
て
脅
（
胸
）
よ

り
出
づ
。
批
列
は
天
に
賓
せ
ら
れ
ん
と
し
、
巫
咸
は
其
の
脅
（
胸
）

つ

つ

い

ば

ら

い

た

を
該
む
に
楚
を
以
て
す
れ
ば
、
今
に
抵
る
も
楚
人
と
日
う
」
と
説

明
す
る
。
批
列
の
裂
け
た
胸
を
楚
で
包
合
し
た
か
ら
楚
人
と
称
す

る
と
い
う
の
で
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
楚
人
の
箔
付
け

に
は
な
り
そ
う
も
な
い
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
こ
の
説
話
の
主

眼
は
、
む
し
ろ
麗
季
が
母
親
の
身
体
を
破
り
裂
い
て
誕
生
し
て
き

た
と
す
る
、
異
常
生
誕
の
側
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

楚
世
家
は
「
陸
終
は
子
六
人
を
生
む
。
訴
剖
し
て
焉
を
産
む
。

其
の
長
ず
る
や
一
を
昆
吾
と
日
い
、
二
を
参
胡
と
日
い
、
三
を
影

祖
と
日
い
、
四
を
會
人
と
日
い
、
五
を
曹
姓
と
日
い
、
六
を
季
連

と
日
う
。
叫
千
姓
な
り
。
楚
は
其
の
後
な
り
」
と
、
陸
終
の
子
供
六

人
が
母
親
の
身
体
を
破
り
裂
い
て
生
ま
れ
て
き
た
と
の
伝
承
を
記
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す
。
と
す
れ
ば
、
楚
の
始
祖
た
る
季
連
自
身
も
、
や
は
り
母
親
の

体
を
破
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
種
の
異
常
生
誕

説
話
に
は
、
奇
怪
な
形
態
で
誕
生
し
て
き
た
子
供
に
は
、
生
ま
れ

つ
き
神
秘
的
な
力
が
備
わ
っ
て
お
り
、
通
常
の
形
で
生
ま
れ
て
き

た
常
人
を
遥
か
に
超
え
た
存
在
だ
と
示
唆
す
る
機
能
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
楚
居
』
が
記
す
麗
季
の
聖
誕
伝
説
も
、

楚
人
は
神
秘
的
な
力
を
備
え
た
格
別
の
存
在
だ
と
主
張
す
る
た
め

の
仕
掛
け
と
考
え
ら
れ
る
（
注
19)0

新
た
な
知
見
の
第
三
は
、
従
来
―
つ
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
郡

都
が
、
実
は
十
四
も
存
在
し
た
と
記
す
点
で
あ
る
。
『
楚
居
』
の
最

大
の
特
色
は
、
歴
代
の
楚
の
君
主
が
ど
こ
に
居
た
の
か
、
ど
こ
に

都
を
置
い
た
の
か
を
詳
細
に
記
録
す
る
点
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
君
主
の
居
所
の
変
遷
は
、
魏
山
ー
翡
山
I
妥
跛
ー
方
山
I
之

袢
ー
京
宗
ー
載
水
上
流
ー
京
宗
ー
夷
屯
ー
発
漸
ー
芳
奸
ー
喬
多
ー

都
ー
焚
ー
宵
ー
免
ー
藤
郡
ー
淋
（
和
）
郡
ー
奨
郡
ー
為
郡
I
免
郡

（
福
丘
）
ー
郡
郡
ー
淋
（
和
）
郡
ー
ロ
ロ
ー
瞑
郡
I
為
郡
ー
奨
郡

ー
同
宮
之
北
ー
蒸
之
野
ー
ロ
ロ
ー
為
郡
—
乾
渓
之
上
（
章
華
之
台
）

ー
徽
（
美
）
郡
—
鶉
郡

I

為
郡
ー
乾
渓
之
上
ー
撤
（
美
）
郡

I

為

郡
ー
淋
（
和
）
郡
（
肥
遺
•
酉
（
蔀
）
溝
）
ー
那
郡
ー
那
呼
ー
淋

（
和
）
郡
ー
腫
郡
ー
藍
郡
I
那
郡
（
骰
郡
）
ー
肥
遺
（
淋
（
和
）

郡
）
ー
郡
郡
と
な
る
。

楚
の
都
が
郡
に
置
か
れ
た
の
は
頃
襄
王
の
時
代
が
最
後
で
、
前

七
八
年
に
秦
将
・
白
起
が
郡
（
紀
南
城
）
を
占
領
し
た
後
、
楚

は
都
を
陳
（
河
南
省
淮
陽
）
に
遷
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
楚
が
紀
南

城
に
国
都
を
定
め
る
以
前
の
国
都
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
が
問
題
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
発
見
さ
れ
た
『
楚
居
』
に
よ
っ
て
、

実
は
郡
と
呼
ば
れ
た
国
都
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
頻
繁
に
遷
都

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
に
は
「
昭

王
に
至
り
て
乾
渓
の
上
よ
り
徒
り
て
徽
（
美
）
郡
に
居
り
、
撤
（
美
）

郡
よ
り
徒
り
て
鶉
郡
に
居
り
、
鶉
郡
よ
り
徒
り
て
為
郡
に
襲
る
。

閾
巌
郡
に
入
ら
ば
、
焉
ち
復
た
徒
り
て
乾
渓
の
上
に
居
る
。
乾
渓

の
上
よ
り
復
た
徒
り
て
撤
（
美
）
郡
に
襲
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

一
代
の
間
に
五
回
も
遷
都
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
今
後
歴
史
地
理

学
の
分
野
で
は
、
多
数
に
上
る
郡
都
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
を
特
定
し

た
り
、
遷
都
の
理
由
を
探
る
研
究
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。新

た
な
知
見
の
第
四
は
、
『
楚
辞
』
離
騒
に
登
場
す
る
影
咸
に
つ

い
て
の
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
点
で
あ
る
。
『
楚
辞
』
離
騒
の
主
人

公
は
屈
原
が
モ
デ
ル
の
霊
均
で
あ
る
。
霊
均
は
「
帝
高
陽
の
苗
裔
、

朕
が
皇
考
を
伯
庸
と
日
う
。
（
中
略
）
余
を
名
づ
け
て
正
則
と
日
い
、

余
に
字
し
て
霊
均
と
日
う
」
と
、
帝
顕
項
高
陽
を
始
祖
と
仰
ぐ
楚

の
王
族
の
一
員
で
あ
る
。
霊
均
は
楚
の
安
泰
と
長
久
を
願
い
、
多
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く
の
人
材
を
養
成
し
て
楚
国
の
政
治
を
正
そ
う
と
す
る
が
、
王
を

取
り
巻
く
党
人
た
ち
に
阻
ま
れ
て
実
現
で
き
な
い
。
絶
望
し
た
霊

あ
わ

均
は
、
「
今
の
人
に
周
わ
ず
と
雖
も
、
願
わ
く
ば
影
咸
の
遺
則
に
依

ら
ん
」
と
、
楚
の
長
久
を
図
っ
た
古
代
の
賢
人
で
あ
り
、
敬
慕
し

て
止
ま
な
い
影
咸
の
遺
訓
に
従
い
、
「
体
解
す
と
雖
も
吾
は
猶
お
未

だ
変
ぜ
ず
」
と
、
死
を
覚
悟
し
て
で
も
潔
白
な
生
き
方
を
貫
こ
う

と
決
意
す
る
。
そ
の
後
、
楚
の
現
実
に
望
み
を
絶
た
れ
た
霊
均
は
、

自
分
を
受
け
容
れ
て
く
れ
る
理
想
の
君
主
を
捜
し
求
め
て
、
天
界

を
世
界
の
果
て
ま
で
飛
翔
し
続
け
る
が
、
つ
い
に
そ
う
し
た
君
主

に
出
会
え
ぬ
ま
ま
、
ふ
と
楚
国
の
上
空
に
さ
し
か
か
る
。
従
者
た

ち
は
故
郷
を
懐
か
し
が
っ
て
楚
に
帰
還
し
よ
う
と
す
る
が
、
霊
均

は
「
国
に
人
無
く
我
を
知
る
莫
し
。
又
た
何
ぞ
故
都
を
懐
わ
ん
」

と
、
楚
都
・
郡
に
は
決
し
て
戻
ら
ぬ
決
意
を
述
べ
、
「
既
に
与
に
美

政
を
為
す
に
足
る
莫
し
。
吾
は
将
に
影
咸
の
居
る
所
に
従
わ
ん
と

す
」
と
宣
言
し
て
離
騒
は
終
結
す
る
。

離
騒
に
二
度
登
場
す
る
影
咸
は
、
他
の
文
献
に
は
全
く
そ
の
名

が
見
え
ず
、
誰
を
指
す
の
か
は
不
明
の
ま
ま
で
、
研
究
者
を
悩
ま

せ
て
き
た
（
注
20)
。
後
漢
の
王
逸
は
「
影
咸
は
殷
の
賢
大
夫
。
其
の

君
を
諫
む
る
も
聴
か
れ
ず
。
自
ら
水
に
投
じ
て
死
す
」
と
注
解
す

る
が
、
根
拠
不
明
の
憶
測
に
過
ぎ
ず
、
楚
の
懐
王
を
諫
め
て
聴
か

れ
ず
に
追
放
さ
れ
、
泊
羅
に
身
を
投
じ
た
屈
原
伝
承
に
合
わ
せ
た

作
文
の
疑
い
が
残
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
発
見
さ
れ
た
『
楚
居
』
に

は
、
「
麗
は
従
い
行
か
ず
し
て
、
潰
り
て
脅
（
胸
）
よ
り
出
づ
。
批

列
は
天
に
賓
せ
ら
れ
ん
と
し
、
巫
咸
は
其
の
脅
（
胸
）
を
該
む
に

楚
を
以
て
す
れ
ば
、
今
に
抵
る
も
楚
人
と
日
う
」
と
、
「
巫
咸
」
な

る
シ
ャ
ー
マ
ン
が
登
場
す
る
。
巫
咸
は
批
列
の
胸
を
楚
で
包
合
し

た
機
転
に
よ
り
、
楚
人
な
る
呼
称
の
生
み
の
親
に
な
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
、
離
騒
で
は
霊
均
に
再
度
の
飛
翔
を
促
す
役
を
演
じ
て
い

る。
そ
の
一
方
、
楚
世
家
は
、
「
陸
終
は
子
六
人
を
生
む
。
訴
剖
し
て

焉
を
産
む
。
其
の
長
ず
る
や
一
を
昆
吾
と
日
い
、
二
を
参
胡
と
日

い
、
三
を
影
祖
と
日
い
、
四
を
會
人
と
日
い
、
五
を
曹
姓
と
日
い
、

六
を
季
連
と
日
う
。
叫
千
姓
な
り
。
楚
は
其
の
後
な
り
。
昆
吾
氏
は

夏
の
時
に
嘗
て
侯
伯
と
為
る
。
架
の
時
湯
は
之
を
滅
ぼ
す
。
影
祖

氏
は
殷
の
時
に
嘗
て
侯
伯
と
為
る
。
殷
の
末
世
に
影
祖
氏
を
滅
ぼ

す
」
と
、
楚
の
始
祖
た
る
季
連
の
兄
が
影
祖
で
、
影
祖
氏
は
殷
の

時
代
に
諸
侯
と
な
り
、
殷
の
末
期
に
周
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
と

{？ 
し

し
た
が
っ
て
楚
人
な
る
呼
称
の
生
み
の
親
で
あ
る
巫
咸
伝
説
と
、

楚
の
始
祖
た
る
季
連
の
兄
で
あ
る
影
祖
伝
説
と
が
後
に
混
消
さ
れ

て
、
楚
の
安
泰
と
永
続
を
図
り
続
け
た
古
代
の
賢
人
と
し
て
の
影

咸
伝
説
に
転
訛
し
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
注
21)°

『
楚

居
』
が
楚
の
始
祖
た
る
季
連
は
殷
王
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
季
連

の
息
子
た
ち
は
殷
王
の
血
筋
を
受
け
継
い
だ
と
記
す
こ
と
も
、
そ
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の
可
能
性
を
高
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

新
た
な
知
見
の
第
五
は
、
楚
国
が
形
成
さ
れ
て
行
く
過
程
に
つ

い
て
、
貴
重
な
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
点
で
あ
る
。
『
楚
居
』
は
楚

の
起
源
を
「
季
連
は
初
め
て
魏
山
に
降
り
、
穴
窮
す
る
に
抵
る
。

趨
み
て
騒
山
に
出
で
、
妥
隙
に
宅
処
す
。
洲
水
を
逆
上
り
、
盤
庚

の
子
に
見
ゆ
る
に
、
方
山
に
処
る
。
女
を
批
佳
と
日
い
、
慈
を
乗

り
て
善
く
相
け
、
四
方
に
歴
遊
す
。
季
連
は
其
の
聘
有
る
を
聞
き
、

従
い
て
之
袢
に
及
び
、
妥
に
経
伯
・
遠
仲
を
生
む
。
源
ぶ
こ
と
徊

祥
に
し
て
、
先
に
京
宗
に
処
る
。
穴
熊
は
遅
れ
て
京
宗
に
徒
り
、

妥
に
批
列
を
得
て
、
載
水
を
逆
流
る
に
、
蕨
の
状
は
摂
す
る
の
み
。

乃
ち
之
を
妻
り
、
位
叔
•
麗
季
を
生
む
」
と
語
る
。
そ
こ
に
は
楚

世
家
が
記
す
黄
帝
か
ら
陸
終
ま
で
の
系
譜
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
が
、
何
の
説
明
も
な
い
ま
ま
、
い
き
な
り
季
連
が
登
場
す
る
唐

突
な
始
ま
り
方
は
、
か
え
っ
て
楚
世
家
が
冒
頭
に
記
す
よ
う
な
系

譜
が
、
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
考
え
る
と
、
帝
顕
項
高
陽
の
末
裔
た
る
季
連
が
魏
山
に
降

っ
て
穴
居
生
活
を
始
め
た
と
す
る
の
は
、
貴
種
流
離
諄
の
一
種
と

な
る
和
22)°

こ
れ
は
も
と
よ
り
楚
の
原
氏
族
を
箔
付
け
す
る
た
め

の
神
話
で
あ
る
が
、
例
え
ば
楚
が
も
と
も
と
は
中
原
と
接
触
す
る

可
能
性
が
あ
る
河
南
方
面
か
ら
南
方
に
移
動
し
て
き
た
氏
族
で
あ

る
と
い
っ
た
、
な
に
が
し
か
そ
れ
に
類
す
る
実
態
を
反
映
す
る
の

か
、
あ
る
い
は
全
く
何
の
実
態
も
踏
ま
え
な
い
架
空
の
神
話
で
あ

る
の
か
は
、
現
段
階
で
は
詮
索
の
術
が
な
い
。
季
連
が
盤
庚
の
子

の
娘
・
批
佳
を
妻
に
し
た
と
の
伝
説
も
、
や
は
り
箔
付
け
の
機
能

を
果
た
す
が
、
こ
れ
も
東
方
か
ら
河
南
•
安
陽
へ
と
移
動
し
て
き

た
殷
と
楚
の
原
氏
族
の
間
に
何
ら
か
の
接
触
が
あ
っ
た
事
実
の
反

映
な
の
か
、
そ
れ
と
も
全
く
の
作
り
話
な
の
か
は
、
や
は
り
判
然

と
し
な
い
。

穴
熊
が
京
宗
に
移
住
し
て
批
列
を
要
っ
た
と
す
る
記
述
は
、
楚

の
原
氏
族
が
近
隣
の
氏
族
と
の
通
婚
を
重
ね
て
、
し
だ
い
に
氏
族

連
合
を
形
成
し
て
行
っ
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
熊
繹
と
屈
釧

に
至
り
て
郡
喩
を
し
て
卜
せ
し
め
て
夷
屯
に
徒
り
、
便
室
を
為
る

に
、
室
既
に
成
る
も
、
以
て
之
に
内
る
る
も
の
無
け
れ
ば
、
乃
ち

都
人
の
撞
を
窃
み
て
以
て
祭
る
」
と
し
て
登
場
す
る
部
人
は
、
そ

こ
に
描
か
れ
る
性
格
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
亀
卜
や
宗
教
祭
祀
を
司
る

特
異
な
氏
族
と
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
都
人
も
楚
人
と
の
通
婚
に

よ
り
、
い
ま
だ
京
宗
に
居
た
段
階
で
楚
を
中
核
と
す
る
氏
族
連
合

に
加
わ
っ
た
氏
族
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
「
若
敷
•
熊
儀
は
徒
り
て
郡

に
居
る
」
（
『
楚
居
』
）
と
か
、
「
熊
跨
は
九
年
に
し
て
卒
し
、
子
の

熊
儀
立
つ
。
是
を
若
赦
と
為
す
」
「
九
年
、
若
敷
氏
を
相
と
す
。
人

或
い
は
之
を
王
に
證
す
。
誅
を
恐
れ
て
反
っ
て
王
を
攻
む
。
王
は

撃
ち
て
若
敷
氏
の
族
を
滅
ぼ
す
」
（
楚
世
家
）
と
、
郡
人
は
楚
の
王

権
に
巫
祝
王
た
る
神
性
を
付
与
す
る
有
力
な
人
間
集
団
と
し
て
楚
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を
支
え
、
前
六

0
五
年
の
滅
亡
ま
で
大
き
な
影
響
力
を
振
る
い
続

け
た
（
注
23)o

ま
た
京
宗
か
ら
夷
屯
へ
の
移
動
に
関
し
て
、
屈
釧
な
る
人
物
が

登
場
す
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
屈
氏
は
武
王
の
子
が
屈
邑
に
封

ぜ
ら
れ
て
よ
り
、
楚
の
王
族
の
一
っ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
続
け
た
と
さ
れ
る
が
、
『
楚
居
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
武
王
の
時

代
よ
り
も
遥
か
以
前
、
す
で
に
熊
繹
の
時
代
か
ら
楚
の
中
枢
で
活

動
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
む
し
ろ
実
相
に
近
く
、
屈
氏

も
早
い
段
階
で
楚
の
氏
族
連
合
に
加
わ
っ
た
有
力
氏
族
だ
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
春
秋
以
来
の
名
族
で
あ
る
屈
氏
が
自
己
の
来
歴
を

遡
ら
せ
る
た
め
に
、
そ
う
し
た
伝
承
を
創
作
し
て
加
上
し
た
の
か

は
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
（
注
24)0

『
楚
居
』
に
は
、
「
衆
は
免
に
容
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
腫
涅
の
跛
を

潰
り
て
人
を
宇
わ
さ
ば
、
焉
ち
今
に
抵
る
も
郡
と
日
う
」
「
若
敷
は

禍
を
起
こ
さ
ば
、
焉
ち
徒
り
て
蒸
の
野
に
居
る
」
「
閾
腐
郡
に
入
ら

ば
、
焉
ち
復
た
徒
り
て
乾
渓
の
上
に
居
る
」
「
白
公
は
禍
を
起
こ
さ

ば
、
焉
ち
徒
り
て
淋
（
和
）
郡
に
襲
り
、
改
め
て
之
を
為
り
て
、

焉
ち
肥
遺
と
日
う
」
「
中
謝
は
禍
を
起
こ
さ
ば
、
焉
ち
徒
り
て
肥
遺

に
襲
る
。
邦
は
大
い
に
脊
せ
て
、
焉
ち
徒
り
て
郡
郡
に
居
る
」
な

ど
と
、
人
口
増
加
や
反
乱
、
敵
軍
の
侵
攻
と
い
っ
た
遷
都
の
理
由

が
明
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
だ
が
理
由
が
示
さ
れ
な
い
遷
都
の

側
が
圧
倒
的
に
多
い
。

武
王
が
彊
郡
に
都
を
置
く
ま
で
の
遷
都
は
、
「
若
赦
•
熊
儀
は
徒

り
て
都
に
居
る
」
と
さ
れ
る
都
が
江
陵
よ
り
遥
か
北
の
河
南
・
浙

川
（
商
密
・
上
都
）
に
あ
っ
て
、
均
県
で
漠
水
に
合
流
す
る
丹
江

沿
い
に
位
置
す
る
こ
と
、
「
熊
繹
と
屈
釧
に
至
り
て
都
喩
を
し
て
ト

せ
し
め
て
夷
屯
に
徒
る
」
「
熊
只
•
熊
船
•
熊
奨
及
び
熊
錫
（
楊
）
．

熊
渠
に
至
る
ま
で
は
、
尽
く
夷
屯
に
居
る
」
と
さ
れ
る
夷
屯
（
丹

陽
）
も
、
や
は
り
河
南
・
浙
川
の
丹
江
北
岸
に
あ
る
点
な
ど
か
ら

推
測
す
る
に
、
楚
の
原
氏
族
が
通
婚
に
よ
っ
て
氏
族
連
合
を
拡
大

し
つ
つ
、
魏
山
・
瞬
山
（
骰
山
）
・
方
山
（
外
方
山
）
と
い
っ
た
河

南
西
部
の
山
岳
地
帯
か
ら
、
丹
江
や
漢
水
伝
い
に
湖
北
•
江
陵
に

進
出
し
て
、
莫
大
な
山
林
藪
沢
の
利
を
掌
握
で
き
る
雲
夢
沢
一
帯

を
支
配
す
る
ま
で
の
南
進
過
程
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
（
注
25)°

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
武
王
以
降
も
な
ぜ
頻
繁
に
遷

都
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。

江
陵
地
域
に
国
都
を
定
め
て
以
降
、
楚
は
か
つ
て
南
下
し
て
き

た
漢
水
沿
い
の
ル
ー
ト
を
逆
に
北
上
す
る
形
で
、
郷
・
申
•
江
・

六
•
蓼
・
庸
•
陸
渾
の
戎
な
ど
を
滅
ぼ
し
、
さ
ら
に
鄭
と
結
ん
で

陳
や
宋
に
侵
攻
し
て
、
鄭
を
自
己
の
影
響
下
に
置
き
続
け
よ
う
と

す
る
晋
と
覇
権
を
争
う
よ
う
に
な
る
。
だ
が
楚
の
中
原
進
出
に
伴

い
、
国
都
が
江
陵
地
域
を
離
れ
、
大
き
く
北
方
に
移
動
し
た
形
跡

は
な
い
（
注
2
6
)
o

楚
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
聖
域
・
祭
場
で
あ
る
雲

夢
沢
を
巫
祝
王
と
し
て
独
占
的
に
管
理
し
、
な
お
か
つ
そ
こ
か
ら
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上
が
る
山
林
藪
沢
の
利
を
王
室
財
政
に
緊
倣
し
続
け
る
営
為
が
、

宗
教
政
策
上
も
経
済
的
に
も
楚
の
王
権
維
持
に
と
っ
て
は
必
須
の

要
件
だ
っ
た
た
め
、
国
都
を
江
陵
地
域
か
ら
大
き
く
北
方
に
移
動

さ
せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
注
27)°

し

た
が
っ
て
武
王
以
降
も
繰
り
返
さ
れ
た
遷
都
を
、
楚
の
中
原
進
出

に
伴
う
軍
事
的
要
請
と
結
び
付
け
る
解
釈
も
、
や
は
り
難
し
い
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

楚
で
は
長
子
相
続
の
ル
ー
ル
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
「
摯
紅
卒
す

る
に
、
其
の
弟
試
し
て
代
わ
り
て
立
つ
。
熊
延
と
日
う
」
「
三
弟
立

つ
を
争
う
。
仲
雪
は
死
し
、
叔
堪
は
亡
げ
て
難
を
膜
に
避
く
。
而

し
て
少
弟
季
狗
立
つ
。
是
を
熊
拘
と
為
す
」
と
か
、
「
紛
冒
の
弟
熊

通
は
、
紛
冒
の
子
を
試
し
て
代
り
て
立
つ
。
是
を
楚
の
武
王
と
為

ゅ
う
う
ん

す
」
「
杜
赦
の
五
年
、
其
の
弟
熊
憚
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
憚
は
随
に

奔
り
、
随
と
与
に
襲
い
て
杜
敷
を
試
し
て
代
わ
り
て
立
つ
。
是
を

く
び

成
王
と
為
す
」
「
園
は
入
り
て
王
の
疾
を
問
い
、
絞
り
て
之
を
試
す
。

（
中
略
）
而
し
て
園
立
つ
。
是
を
霊
王
と
為
す
」
（
楚
世
家
）
と
、

兄
弟
で
君
位
を
争
っ
て
末
弟
が
即
位
し
た
例
や
、
弟
が
兄
の
子
を

殺
し
て
即
位
し
た
例
が
目
立
つ
。

こ
う
し
た
形
で
の
君
位
の
継
承
は
、
当
然
新
た
に
即
位
し
た
君

主
に
対
し
、
怨
み
や
敵
意
を
抱
く
勢
力
を
生
ず
る
結
果
を
招
く
。

武
王
以
降
も
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
遷
都
の
背
景
に
は
、
敵
対
勢

カ
の
反
撃
を
避
け
て
国
都
を
離
れ
、
自
己
の
采
邑
の
近
辺
や
、
支

持
勢
力
の
地
盤
近
く
に
都
を
遷
す
必
要
性
が
存
在
し
た
可
能
性
を

想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
多
数
に
上
る
郡
都
そ
れ
ぞ
れ

の
地
点
を
特
定
す
る
研
究
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
方
面
か
ら
の
研

究
も
、
大
い
に
そ
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

小
論
で
は
新
出
の
清
華
簡
『
楚
居
』
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
今

後
の
研
究
の
進
展
に
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
知
見
を
い
く
つ
か
選
ん

で
紹
介
し
て
み
た
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
、
全
く
の
初
歩
的
考
察
に

過
ぎ
な
い
。
と
り
あ
え
ず
『
楚
居
』
の
発
見
が
持
つ
重
要
な
意
義

を
な
る
べ
く
早
く
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
、
不
十
分

な
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。
読
者
諸
賢
の
御
寛
容
を
願
う
次
第

で
あ
る
。

(
1
)
こ
の
文
字
を
整
理
者
は
「
前
」
に
隷
定
す
る
が
、
「
網
摘
•
《
清
華

一
》
専
輯
」
で
劉
雲
氏
が
「
超
」
に
釈
読
す
る
の
に
従
っ
た
。

(
2
)
整
理
者
は
こ
の
文
字
を
「
率
」
に
隷
定
し
、
原
注
は
「
率
」
を
「
奉

順
」
の
意
に
、
「
相
」
を
「
品
質
」
の
意
味
に
取
る
。
こ
れ
に
対
し
「
網

摘
．
《
清
華
一
》
専
輯
」
で
孟
蓬
生
氏
は
、
「
率
」
を
「
俊
」
の
意
に

解
し
、
批
佳
の
容
貌
が
他
の
女
性
に
卓
越
し
て
い
る
意
味
に
解
釈
す

る
。
ま
た
王
寧
氏
は
「
率
」
を
「
類
」
に
釈
読
し
た
上
で
、
「
善
」
の

意
味
に
取
り
、
や
は
り
批
佳
が
美
貌
の
持
ち
主
だ
っ
た
と
の
意
味
に

注
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(
3
)

原
注
は
音
通
に
よ
り
「
詈
」
を
「
麗
」
に
、
「
告
」
を
「
秀
」
に
釈

読
し
て
、
批
佳
の
美
貌
が
四
方
の
女
子
に
秀
で
て
い
た
意
味
に
取
る
。

こ
れ
に
対
し
「
網
摘
．
《
清
華
一
》
専
輯
」
で
箪
育
辰
氏
は
、
「
詈
吉
」

は
「
盤
遊
」
に
読
む
べ
き
だ
と
す
る
。
ま
た
察
偉
氏
は
「
詈
」
と
「
歴
」

は
古
音
が
近
い
か
ら
「
歴
遊
」
に
読
む
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
こ
で
は

察
偉
説
に
従
っ
て
「
歴
遊
」
に
読
ん
で
置
く
。

(
4
)
整
理
者
は
「
姫
」
を
「
疏
」
字
だ
と
し
た
上
で
「
源
」
に
釈
読
す

る
。
ま
た
「
裳
」
を
「
徊
」
に
、
「
羊
」
を
「
祥
」
に
釈
読
し
た
上
で
、

「
徊
祥
」
を
「
戯
蕩
」
「
遊
戯
」
の
意
に
解
す
る
。
た
だ
し
整
理
者
は
、

「
統
徊
祥
」
と
し
た
場
合
は
、
生
育
が
順
調
だ
と
の
意
味
に
も
な
り

得
る
と
の
別
解
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
劉
雲
氏
は
「
網
摘
・
《
清

華
一
》
専
輯
」
に
お
い
て
、
「
艤
裳
羊
」
を
子
孫
が
繁
栄
す
る
意
に
取

る
守
彬
氏
の
説
を
紹
介
し
た
上
で
、
「
植
」
は
「
生
育
」
の
意
味
で
は

な
く
、
子
孫
・
後
嗣
の
意
で
あ
り
、
「
裳
羊
」
は
「
長
永
」
の
意
で
あ

る
と
し
て
、
「
艤
裳
羊
」
を
季
連
の
子
孫
が
末
永
く
続
い
た
意
味
だ
と

す
る
見
解
を
示
す
。
劉
雲
説
を
採
っ
た
場
合
は
、
季
連
と
穴
熊
の
間

に
長
大
な
時
間
の
隔
た
り
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
「
先
」
と
「
逓
」

の
対
比
が
意
味
を
持
た
な
く
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
整
理
者
が
「
焼
」

を
「
荷
」
に
釈
読
す
る
の
に
従
い
、
「
荷
徊
祥
」
を
ゆ
っ
く
り
あ
ち
こ

た。 取
る
。
今
、
「
率
」
に
つ
い
て
は
王
寧
説
に
従
っ
て
「
善
」
の
意
に
釈

読
し
、
「
相
」
に
つ
い
て
は
私
見
に
よ
り
「
輔
佐
」
の
意
味
に
解
釈
し

ち
を
経
巡
り
な
が
ら
の
意
味
に
解
釈
し
て
置
く
。
な
お
「
徊
祥
容
輿
」

は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
気
の
長
い
さ
ま
を
表
す
。

(
5
)
整
理
者
は
「
京
宗
」
は
滴
水
の
発
源
地
で
あ
る
「
荊
山
」
の
首
峰

「
景
山
」
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
指
摘
す
る
。
ま
た
「
清

華
簡
《
楚
居
》
研
讀
札
記
」
は
「
京
宗
」
を
今
の
湖
北
京
山
一
帯
を

指
す
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
そ
の
中
の
京
源
山
と
「
京
宗
」
は
関
係

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
言
う
。
だ
が
盤
庚
の
子
が
居
た
と
さ
れ
る

「
方
山
」
（
外
方
山
）
は
、
洛
陽
か
ら
南
へ
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

下
っ
た
河
南
の
地
に
あ
る
。
そ
こ
で
「
京
宗
」
も
、
湖
北
で
は
な
く

河
南
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
若
赦
•
熊
儀
は
徒
り
て
部
に
居
る
」

と
か
、
「
熊
繹
と
屈
釧
に
至
り
て
都
喰
を
し
て
卜
せ
し
め
て
夷
屯
に
徒

る
」
「
熊
只
•
熊
組
・
熊
奨
及
び
熊
錫
（
楊
）
・
熊
渠
に
至
る
ま
で
は
、

尽
く
夷
屯
に
居
る
」
と
語
ら
れ
る
部
（
商
密
•
上
郡
）
や
夷
屯
（
丹

陽
）
は
、
い
ま
だ
河
南
・
浙
川
の
地
に
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
遥
か
に

時
代
が
遡
る
季
連
の
段
階
で
、
す
で
に
湖
北
東
部
に
進
出
し
て
い
た

可
能
性
は
低
い
。
『
楚
居
』
の
記
述
に
よ
り
、
楚
人
が
か
な
り
長
期
に

わ
た
っ
て
河
南
の
地
に
留
ま
っ
て
い
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か

ら
、
「
京
宗
」
は
浙
川
の
北
、
河
南
西
部
の
熊
耳
山
や
伏
牛
山
の
近
辺
‘

槃
川
の
辺
り
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
6
)
「
熊
」
は
金
文
で
は
「
念
」
字
で
表
記
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は

「
金
」
は
す
べ
て
「
熊
」
に
改
め
る
。

(
7
)

「
清
華
簡
《
楚
居
》
研
讀
札
記
」
は
「
戚
」
を
「
廣
」
と
読
み
、
古
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代
部
族
の
廣
山
氏
（
列
山
氏
・
烈
山
氏
）
と
関
係
が
あ
る
と
し
た
上

で
、
「
戚
」
を
「
列
」
に
釈
読
す
る
。
今
こ
れ
に
従
っ
て
「
戚
」
を
「
列
」

に
読
ん
で
置
く
。

(
8
)
整
理
者
は
「
髄
」
を
「
脅
」
に
隷
定
す
る
が
、
私
見
に
よ
り
さ
ら

に
「
胸
」
に
釈
読
し
た
。

(
9
)
整
理
者
は
こ
こ
の
「
焉
」
を
上
文
に
繋
げ
る
が
、
「
網
摘
・
《
清
華

一
》
専
輯
」
で
高
佑
仁
氏
が
下
文
に
続
け
て
読
む
べ
き
だ
と
指
摘
す

る
の
に
従
っ
て
改
め
た
。

(10)

「
清
華
簡
《
楚
居
》
研
讀
札
記
」
は
、
「
淋
」
は
「
和
」
の
繁
体
字

だ
と
す
る
。
今
こ
れ
に
従
い
、
「
淋
」
を
「
和
」
に
隷
定
し
て
置
く
。

(11)

整
理
者
は
「
娘
」
を
「
撤
」
に
隷
定
す
る
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に

「
美
」
に
隷
定
し
て
置
く
。

(12)

「
面
」
は
私
見
に
よ
り
「
甜
」
に
隷
定
し
て
置
く
。

(13)
原
注
は
「
中
謝
」
を
楚
の
官
名
で
「
侍
御
之
官
」
と
す
る
。
た
だ

し
『
史
記
』
楚
世
家
に
は
、
「
中
謝
起
禍
」
に
該
当
す
る
事
件
の
記
載

は
な
い
。

(14)
『
史
記
』
楚
世
家
に
は
「
十
一
年
、
三
晉
伐
楚
、
敗
我
大
梁
楡
問
。

楚
厚
賂
秦
、
輿
之
平
」
と
の
記
述
が
見
え
る
。
「
邦
大
痰
（
帝
）
」
と

は
こ
の
事
件
を
指
す
の
か
も
知
れ
な
い
。

(15)

丹
陽
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
湖
北
省
江
陵
西
方
の
枝
江
と
す
る
南

方
説
と
、
河
南
省
浙
川
と
す
る
北
方
説
が
対
立
し
て
き
て
決
着
を
見

な
か
っ
た
。
今
回
の
『
楚
居
』
の
発
見
に
よ
り
、
北
方
説
の
正
し
さ

が
確
定
的
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
谷
口
満
「
楚

都
丹
陽
探
索
ー
古
代
楚
国
成
立
試
論
ー
」
（
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』

第
一
輯
•
一
九
八
四
年
）
参
照
。

(16)

原
注
は
穴
熊
と
際
熊
を
同
一
人
物
だ
と
す
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お

空
白
期
間
の
問
題
は
解
消
さ
れ
な
い
。

(17)
中
原
諸
国
か
ら
見
れ
ば
、
楚
が
王
号
を
僭
称
す
る
諸
侯
と
映
っ
た

の
は
当
然
で
あ
る
。
一
方
の
楚
の
側
も
、
王
号
を
称
し
な
が
ら
も
、

自
ら
を
諸
侯
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
上
博
楚
簡
『
束
大
王
泊
旱
』
は
、

「
簡
大
王
は
旱
に
迫
ら
れ
、
亀
手
羅
に
命
じ
て
大
夏
に
貞
わ
し
め
て
、

王
自
ら
卜
に
臨
む
」
と
、
楚
の
君
主
を
王
と
呼
ぶ
一
方
で
、
「
此
れ
謂

う
所
の
旱
母
な
り
。
帝
は
将
に
之
に
命
じ
、
諸
侯
の
君
の
治
む
る
こ

と
能
わ
ざ
る
者
を
修
め
て
、
之
に
刑
す
る
に
旱
を
以
て
せ
ん
と
す
」

と
、
簡
大
王
を
「
諸
侯
之
君
」
と
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
楚
が
名

乗
っ
た
王
号
は
、
決
し
て
た
だ
一
人
天
下
を
統
治
す
る
天
子
の
意
味

で
は
な
い
。
上
博
楚
簡
『
昭
王
典
典
之
牌
』
は
、
前
五

0
六
年
に
呉

の
遠
征
軍
が
楚
都
郡
を
攻
略
し
た
事
件
を
、
「
脅
翌
君
呉
王
は
郡
に
廷
至

し
、
楚
邦
の
良
臣
は
骨
を
暴
す
所
と
な
る
」
と
記
述
す
る
。
こ
こ
で

は
仇
敵
で
あ
る
呉
の
閾
問
を
「
号
翌
君
呉
王
」
と
称
し
て
い
る
。
つ
ま

り
楚
は
呉
の
称
王
を
承
認
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
長

江
流
域
の
楚
•
呉
・
越
が
称
し
た
王
号
が
王
朝
の
天
子
の
意
味
で
な

か
っ
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
な
お
こ
の
両
篇
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
東
大
王
泊
旱
』
の
災
異
思
想
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
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第
百
号
・
ニ

0
0
八
年
）
、
及
び
湯
浅
邦
弘
「
語
り
継
が
れ
る
先
王
の

故
事
—
『
昭
王
輿
典
之
牌
』
の
文
献
的
性
格
ー
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

第
四
十
号
・
ニ

0
0六
年
）
参
照
。

(
1
8
)
戦
国
中
期
に
中
原
で
相
次
い
だ
称
王
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『
春
秋
』
の
成
立
時
期
ー
平
勢
説
の
再
検
討
ー
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

第
二
六
号
・
ニ

0
0
一
年
）
参
照
。

(19)
周
の
建
国
神
話
で
は
、
「
作
械
抜
突
、
行
道
兌
癸
。
混
夷
貌
突
、
維

其
喚
突
」
（
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
之
什
・
縣
）
「i凡
i凡
械
撲
、
薪
之
栖
~

之
」
（
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
之
什
．
械
撲
）
と
か
、
「
帝
省
其
山
、
作

械
斯
抜
、
松
柏
斯
兌
、
帝
作
邦
作
封
、
自
大
伯
王
季
」
（
『
詩
経
』
大

雅
・
文
王
之
什
•
皇
突
）
と
、
「
作
」
や
「
械
」
と
い
っ
た
棘
の
あ
る

低
木
は
、
文
明
の
建
設
を
邪
廃
す
る
除
去
す
べ
き
対
象
、
末
開
•
野

蛮
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
周
人
が
「
楚

人
」
と
か
「
荊
人
」
の
呼
称
を
用
い
る
場
合
は
、
対
象
を
侮
蔑
す
る

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
『
楚
居
』
が
語
る
「
楚

人
」
の
由
来
か
ら
は
、
楚
人
に
と
っ
て
「
楚
人
」
な
る
呼
称
が
決
し

て
蔑
称
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
が
判
明
す
る
。
楚
人
は

周
人
が
用
い
た
蔑
称
を
逆
手
に
取
り
、
楚
が
持
つ
棘
の
特
性
を
巧
み

に
利
用
し
て
、
前
記
の
よ
う
な
建
国
神
話
、
「
楚
人
」
の
縁
起
話
を
作

り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
0
)
『
楚
辞
集
解
』
所
収
の
注
媛
「
楚
辞
蒙
引
•
影
咸
弁
」
、
朱
子
『
楚

辞
弁
証
』
上
、
王
夫
之
『
楚
辞
通
釈
』
等
。

(21)
彰
祖
伝
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
彰
祖
』

に
お
け
る
「
長
生
」
の
思
想
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
七
号
・
ニ

0
0
五
年
）
参
照
。

(
2
2
)
『
楚
辞
』
天
問
に
は
「
伏
匿
穴
虚
、
妥
何
云
。
荊
勲
作
師
、
夫
何
長
」

と
、
開
国
時
代
の
楚
の
祖
先
が
穴
居
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
す
る
記

述
が
見
え
る
。
従
前
は
こ
れ
が
い
か
な
る
伝
承
に
基
づ
く
の
か
不
明

で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
『
楚
居
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
楚
の
始
祖
で

あ
る
季
連
に
ま
つ
わ
る
伝
承
で
あ
っ
た
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
と
な

っ
た
。

(23)
荘
王
九
年
（
前
六

0
五
年
）
に
滅
亡
し
た
若
人
集
団
に
関
し
て
は
、

谷
口
満
「
若
敷
•
紛
冒
物
語
と
そ
の
背
景
ー
古
代
楚
国
の
一
理
解
ー
」

（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
三
十
四
号
・
一
九
七
五
年
）
、
同
「
若
敷
氏
事

件
前
後
—
古
代
楚
国
の
分
解
•
そ
の
―
|
」
（
『
史
流
』
第
二
二
号
・

一
九
八
一
年
）
、
同
「
虎
乳
子
文
伝
説
の
研
究
ー
春
秋
楚
国
の
若
赦
氏

に
つ
い
て
ー
」
（
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
六
輯
•
一
九
九
五
年
）

等
参
照
。

(
2
4
)
屈
氏
は
武
王
の
子
で
あ
る
莫
敷
屈
瑕
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
原
注
は

屈
釧
な
る
人
物
と
屈
氏
は
無
関
係
だ
と
す
る
が
、
屈
瑕
以
前
に
原
屈

氏
と
も
言
う
べ
き
氏
族
が
存
在
し
て
い
て
、
春
秋
期
の
屈
氏
が
そ
の

名
跡
を
継
い
だ
可
能
性
も
残
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
5
)
楚
都
郡
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
春
秋
時
代
の
郡
を
湖
北
省
北
部
、

襄
奨
の
南
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
宜
城
楚
皇
城
と
し
、
戦
国
時
代
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の
郡
を
湖
北
省
の
江
陵
紀
南
城
と
す
る
北
方
説
と
、
春
秋
•
戦
国
期

を
通
じ
て
湖
北
省
の
江
陵
紀
南
城
と
す
る
南
方
説
と
が
対
立
し
て
き

て
い
て
、
今
に
至
る
も
決
着
を
見
な
い
。
だ
が
『
楚
居
』
は
従
来
一

つ
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
郡
都
が
、
実
は
戦
国
前
期
ま
で
に
す
で
に

十
四
も
存
在
し
た
と
記
す
か
ら
、
今
後
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
際

し
て
は
、
根
本
的
な
発
想
の
転
換
が
必
要
と
な
ろ
う
。
な
お
こ
の
問

題
に
関
し
て
は
、
谷
口
満
「
江
陵
紀
南
城
考
ー
楚
都
郡
の
始
建
と
変

遷
ー
」
（
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
三
輯
•
一
九
八
八
年
）
、
同
「
紀

南
城
考
古
知
見
の
再
検
討
」
（
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
九
輯
．

二
0
0
三
年
）
、
高
介
華
•
劉
玉
堂
『
楚
国
的
城
市
与
建
築
』
（
湖
北

教
育
出
版
社
・
一
九
九
六
年
）
、
石
泉
『
古
代
荊
楚
地
理
新
探
』
（
武

漢
大
学
出
版
社
・
一
九
八
八
年
）
、
徐
少
華
『
荊
楚
歴
史
地
理
与
考
古

探
研
』
（
商
務
印
書
舘
・
ニ

0
1
0年
）
等
参
照
。

(26)
北
方
に
対
す
る
軍
事
展
開
の
利
便
性
の
み
を
考
慮
し
た
場
合
は
、

例
え
ば
「
魯
陽
の
文
君
は
将
に
鄭
を
攻
め
ん
と
す
。
子
墨
子
聞
き
て

之
を
止
め
、
魯
陽
の
文
君
に
謂
い
て
日
く
」
（
『
墨
子
』
魯
問
篇
）
と
、

楚
の
中
原
進
出
の
軍
事
拠
点
だ
っ
た
魯
陽
（
河
南
省
魯
山
）
な
ど
も

遷
都
の
候
補
地
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

(27)
楚
王
の
巫
祝
王
と
し
て
の
性
格
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
前

掲
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
束
大
王
泊
旱
』
の
災
異
思
想
」
参
照
。

(290) 


